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漢
人
に
よ
る
『
楚
辞
』
後
期
作
品
の
う
ち
、
王
褒
「
九
懐
」、
劉
向
「
九
歎
」、
王
逸
「
九
思
」
は
「
九
章
」
に
倣
っ
た
九
首
の
詩
の
連
作
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
従
来
屈
原
作
品
の
単
な
る
模
倣
に
過
ぎ
な
い
と
さ
れ
、
あ
ま
り
深
く
は
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
憾
み
が
あ
る
。

し
か
し
王
逸
は『
楚
辞
』に
章
句
を
施
し
た
本
人
で
あ
り
、「
九
思
」は
現
存
す
る
数
少
な
い
王
逸
の
作
品
で
あ
る
。
こ
の
作
品
に
分
析
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、『
楚
辞
』
に
対
す
る
王
逸
の
思
想
、
ひ
い
て
は
『
楚
辞
章
句
』
を
著
し
た
意
図
を
知
る
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

本
論
は
「
九
思
」
を
中
心
に
、
そ
の
主
題
と
形
式
に
注
目
し
、
初
歩
的
な
分
析
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

一

ま
ず
「
九
思
」１
冒
頭
の
序
文
を
見
て
み
よ
う
。

九
思
者
、王
逸
之
所
作
也
。
逸
、南
陽
人
、博
雅
多
覽
、讀
楚
辭
而
傷
愍
屈
原
、故
爲
之
作
解
。
又
以  ２
自
屈
原
終
沒
之
後
、忠
臣
介
士
遊
覽
學
者
讀
離
騷
、

九
章
之
文
、
莫
不
愴
然
、
心
爲
悲
感
、
高
其
節
行
、
妙
其
麗
雅
。
至
劉
向
・
王
褒
之
徒
、
咸
嘉
其
義
、
作
賦
騁
辭
、
以
讚
其
志
。
則
皆
列
於
譜
錄
、
世
世
相
傳
。

逸
與
屈
原
同
土
共
國
、
悼
傷
之
情
與
凡
有
異
。
竊
慕
向
・
褒
之
風
、
作
頌
一
篇
、
號
曰
九
思
、
以
裨
其
辭
。
未
有
解
説
、
故
聊
敘
訓
誼
焉
。

「
九
思
」
は
、王
逸
の
作
品
で
あ
る
。
王
逸
は
南
陽
の
人
、博
識
多
読
で
、『
楚
辞
』
を
読
ん
で
屈
原
を
悼
み
憐
れ
み
、そ
の
た
め
こ
れ
に
注
釈
を
施
し
た
。

ま
た
屈
原
が
亡
く
な
っ
た
後
、
忠
義
の
臣
や
守
節
の
士
で
各
地
を
遊
覧
し
て
学
ぶ
者
は
「
離
騒
」
や
「
九
章
」
の
文
を
読
む
と
、
誰
も
が
悼
み
悲
し
ん
で
、
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心
は
悲
哀
の
感
に
包
ま
れ
、
屈
原
の
節
操
あ
る
行
い
を
高
く
評
価
し
、
そ
の
美
麗
典
雅
な
文
を
絶
妙
と
思
っ
た
。
劉
向
や
王
褒
ら
に
至
っ
て
は
、
皆
そ
の

義
を
褒
め
称
え
、
賦
を
作
っ
て
言
葉
を
述
べ
、
そ
の
志
を
賞
讚
し
た
。
す
る
と
皆
並
ん
で
記
録
さ
れ
、
世
よ
伝
え
ら
れ
た
。
王
逸
は
屈
原
と
同
郷
の
出
身

で
あ
り
、
彼
を
悼
む
気
持
ち
は
通
常
の
人
々
と
は
異
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ひ
そ
か
に
劉
向
や
王
褒
の
作
風
を
慕
い
、
頌
一
篇
を
作
り
、「
九
思
」

と
題
し
、
彼
ら
の
作
品
を
補
う
の
で
あ
る
。
ま
だ
解
説
は
な
い
の
で
、
訓
義
を
述
べ
て
お
く
。

王
逸
は
南
陽
の
人
で
「
與
屈
原
同
土
共
國
」
で
あ
っ
た
た
め
に
、
屈
原
に
対
す
る
同
情
の
念
も
深
か
っ
た
。
王
褒
や
劉
向
が
屈
原
の
志
を
た
た
え
る
作
品
を

作
っ
た
の
で
、
そ
の
作
風
を
慕
い
な
が
ら
「
頌
」
一
篇
を
作
っ
て
「
九
思
」
と
題
し
た
と
い
う
。
も
っ
と
も
こ
の
序
文
が
王
逸
の
手
に
な
る
も
の
か
否
か
は
古

く
か
ら
疑
問
が
示
さ
れ
て
お
り
、
宋
の
洪
興
祖
『
楚
辞
補
注
』
は
「
逸
不
應
自
爲
注
解
、
恐
其
子
延
壽
之
徒
爲
之
爾
。（
逸
応ま
さ

に
自
ら
注
解
を
為つ
く

る
べ
か
ら
ず
、

恐
ら
く
其
の
子 

延
寿
の
徒 

之
を
為
る
の
み
。）」
と
す
る
一
方
、『
四
庫
全
書
総
目
』
は
王
逸
以
前
に
も
『
漢
書
』
地
理
志
や
藝
文
志
に
班
固
の
自
注
が
あ
る
こ

と
を
挙
げ
て
、
に
わ
か
に
王
延
寿
の
作
と
は
い
え
な
い
と
す
る  

３
。
し
か
し
清
の
兪
樾
は
「
九
思
」
逢
尤
「
思
丁
文
兮
聖
明
哲
」
に
「
丁
、
當
也
」
と
注
し

て
い
る
の
を
挙
げ
て
、「
丁
」
は
殷
の
高
宗
武
丁
で
あ
っ
て
、
王
逸
が
自
ら
注
し
た
な
ら
「
当
」
と
誤
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
し
て
お
り  

４
、
黄
霊
庚
氏
は

「
譜
録
」
な
ど
漢
代
に
見
え
な
い
六
朝
の
語
彙
が
自
序
や
注
に
混
じ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
も
斉
梁
の
間
の
作
と
す
る  

５
。
少
な
く
と
も
「
九
思
」
の

注
が
王
逸
の
自
注
で
な
い
疑
い
は
濃
厚
で
あ
り
（
但
し
本
稿
で
は
こ
れ
以
降
も
便
宜
上
「
自
注
」
と
呼
ぶ
）、
序
そ
の
も
の
も
後
人
の
仮
託
の
疑
い
は
あ
る
が
、

『
後
漢
書
』
文
苑
伝
に
王
逸
は
南
郡
宜
城
（
湖
北
省
）
の
人
と
云
い
、
屈
原
と
同
郷
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。

「
九
思
」
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

篇
名	

内
容 

 
 

 
 

 
 

 

形
式

逢
尤　
　

遠
遊
（
八
極
・
九
州
）　

明
君
忠
臣
と
暗
君
佞
臣　

佞
臣
の
蔓
延　
　

 
　
　
　
　

三
言
＋
兮
＋
三
言

怨
上　
　

佞
臣
の
蔓
延　

中
野
の
彷
徨　
　

 
 

 
 

 

二
言
＋
兮
＋
二
言

疾
世　
　

彷
徨
（
漢
渚
）　

正
邪
の
顚
倒　

遠
遊
（
崑
崙
）　　

 
 

 

三
言
＋
兮
＋
二
言

憫
上　
　

正
邪
の
顚
倒　

彷
徨　
　

 
 

 
 

 
 

二
言
＋
兮
＋
二
言
、
途
中
か
ら
三
言
＋
兮
＋
三
言
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遭
厄　
　

哀
辞
（
屈
原
）　

正
邪
の
顚
倒　

遠
遊
（
天
界
）　　

 
 

 

三
言
＋
兮
＋
二
言

悼
亂　
　

正
邪
の
顚
倒
・
忠
臣
介
士　

彷
徨
（
深
山
幽
谷
）　　

 
 

 

二
言
＋
兮
＋
二
言

傷
時　
　

正
邪
の
顚
倒　

彷
徨
（
九
夷
）　

遠
遊
（
蓬
莱
）　　

 
 

 

三
言
＋
兮
＋
二
言

哀
歳　
　

時
間
の
推
移
へ
の
悲
哀　

彷
徨
（
四
荒
）　

忠
臣
介
士　

深
山
幽
谷　
　

 　
　
　
　

二
言
＋
兮
＋
二
言
、
一
部
三
言
＋
兮
＋
二
言

守
志　
　

遠
遊
（
玉
巒
＝
崑
崙
、
天
界
）　 

 
 

 
 

三
言
＋
兮
＋
二
言

乱
辞　
　

正
邪
の
顚
倒　
　

 
 

 
 

 
 

 

三
言
＋
兮
＋
三
言

各
詩
の
形
式
に
注
目
す
る
と
、
ど
の
詩
も
各
句
の
中
間
に
兮
字
を
置
く
九
歌
型
を
基
本
に
し
て
い
る
が
、
最
初
の
逢
尤
と
最
後
の
乱
辞
が
三
言
＋
兮
＋
三
言

で
、
そ
の
中
間
は
二
言
＋
兮
＋
二
言
と
三
言
＋
兮
＋
二
言
を
交
互
に
繰
り
返
す
形
に
な
っ
て
い
て
、
単
調
に
な
ら
な
い
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
内
容
を
見
る
と
、
上
表
に
示
す
と
お
り
ど
の
詩
に
も
遠
遊
・
忠
臣
介
士
・
山
野
の
彷
徨
・
正
邪
の
顚
倒
を
通
し
て
宮
廷
が
佞
臣
に
占
拠
さ
れ
る

様
を
嘆
く
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
が
繰
り
返
し
見
え
る
。
こ
れ
ら
は
「
離
騒
」「
九
章
」「
九
辯
」
に
も
し
ば
し
ば
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
う
ち

「
九
思
」
の
根
幹
を
成
し
、
表
現
上
特
色
の
あ
る
遠
遊
・
正
邪
の
顚
倒
・
山
野
の
彷
徨
に
つ
い
て
詳
細
に
見
て
い
こ
う
。

（
一
）
遠
遊

「
九
思
」
第
一
首
の
「
逢
尤
」
は
そ
の
冒
頭
で
八
極
・
九
州
を
経
巡
る
遠
遊
を
し
よ
う
と
歌
う
。

悲
兮
愁
、
哀
兮
憂
。
天
生
我
兮
當
闇
時
、
被
諑
譖
兮
虛
獲
尤
。
心
煩
憒
兮
意
無
聊
、
嚴
載
駕
兮
出
戲
遊
。
周
八
極
兮
歷
九
州
、
求
軒
轅
兮
索
重
華
。

悲
し
く
愁
わ
し
い
、
哀
し
く
憂
わ
し
い
。
天
は
我
を
暗
君
の
御
代
に
生
み
給
い
、
佞
臣
に
讒
言
さ
れ
て
無
実
の
罪
を
得
た
。
心
は
千
々
に
乱
れ
て
楽
し

ま
な
い
の
で
、
車
駕
を
整
え
出
遊
し
て
憂
い
を
晴
ら
そ
う
。
八
極
を
巡
り
九
州
を
歴
覧
し
、
黄
帝
や
舜
帝
の
よ
う
な
明
君
を
捜
し
求
め
る
。

最
初
か
ら
「
悲
哀
」「
憂
愁
」
を
漂
わ
せ
、「
九
辯
」
の
冒
頭
「
悲
哉
、
秋
之
爲
氣
也
、
蕭
瑟
兮
草
木
搖
落
而
變
衰
（
悲
し
い
か
な
、
秋
の
気
配
よ
、
さ
び
し

げ
に
草
木
は
揺
れ
て
落
ち
枯
れ
て
い
く
）」
を
思
わ
せ
る
。
続
い
て
自
分
が
時
に
遭
わ
ず
生
ま
れ
た
こ
と
を
嘆
く
句
も
、
や
は
り
「
九
辯
」
の
「
悼
余
生
之
不

－ 400 －
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時
兮
、逢
此
世
之
俇
攘
（
我
が
人
生
の
時
節
に
遭
わ
ず
、世
に
も
恐
ろ
し
い
目
に
遭
っ
た
こ
と
が
痛
ま
し
い
）」
を
模
倣
し
て
お
り
、出
游
し
て
地
上
を
経
巡
り
、

上
古
の
聖
人
を
求
め
る
の
は
「
離
騒
」
や
「
九
章
」
に
繰
り
返
さ
れ
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
但
し
重
華
（
舜
）
は
「
離
騒
」
や
「
九
章
」
に
盛
ん
に
見
え
る
が
、

黄
帝
軒
轅
氏
は
「
遠
遊
」
に
昇
仙
と
関
連
付
け
ら
れ
て
見
え
る
の
み
で
、
こ
れ
を
舜
と
並
べ
て
理
想
と
す
べ
き
聖
人
と
す
る
の
は
『
楚
辞
』
前
期
作
品
に
は
な

い
発
想
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
遠
遊
は
、

遽
傽
遑
兮
驅
林
澤
、
歩
屏
營
兮
行
丘
阿
。
車
軏
折
兮
馬
虺
頹
、
憃
悵
立
兮
涕
滂
沲
。

に
わ
か
に
う
ろ
う
ろ
と
林
や
沼
地
を
駆
け
、さ
ま
よ
い
歩
い
て
丘
の
隈
を
行
く
。
車
の
軏
（
な
が
え
と
横
木
を
繋
ぐ
金
具
）
は
折
れ
て
馬
は
病
み
疲
れ
、

憔
悴
し
て
滂
沱
の
涙
が
落
ち
る
。

と
云
う
よ
う
に
失
敗
に
終
わ
る
。

実
際
に
行
わ
れ
る
最
初
の
遠
遊
は
「
疾
世
」
に
見
え
る
崑
崙
山
へ
の
遊
行
で
あ
る
。

言
旋
邁
兮
北
徂
、
叫
我
友
兮
配
耦
。
日
陰
曀
兮
未
光
、
闃
睄
窕
兮
靡
睹
。
紛
載
驅
兮
高
馳
、
將
諮
詢
兮
皇
羲
。
遵
河
皋
兮
周
流
、
路
變
易
兮
時
乖
。
濿

滄
海
兮
東
遊
、
沐
盥
浴
兮
天
池
。
訪
太
昊
兮
道
要
、
云
靡
貴
兮
仁
義
。
志
欣
樂
兮
反
征
、
就
周
文
兮
邠
岐
。
秉
玉
英
兮
結
誓
、
日
欲
暮
兮
心
悲
。
惟
天
禄

兮
不
再
、
背
我
信
兮
自
違
。
踰
隴
堆
兮
渡
漠
、
過
桂
車
兮
合
黎
。
赴
崑
山
兮
馽
騄
、
從
邛
遨
兮
棲
遲
。
吮
玉
液
兮
止
渴
、
齧
芝
華
兮
療
飢
。
居
嵺
廓
兮
尠

疇
、
遠
梁
昌
兮
幾
迷
。
望
江
漢
兮
濩
渃
、
心
緊
絭
兮
傷
懷
。

言わ
れ

は
向
き
を
変
え
て
遠
く
北
へ
向
か
い
、
我
が
友
を
呼
ん
で
仲
間
に
し
よ
う
と
し
た
。
だ
が
日
は
陰
っ
て
輝
か
ず
、
暗
闇
を
う
か
が
っ
て
も
そ
の
姿
は

見
え
な
い
。
次
々
と
車
を
駆
っ
て
高
く
馳
せ
行
き
、
伏
羲
に
尋
ね
よ
う
と
し
た
。
だ
が
黄
河
の
高
台
に
沿
っ
て
巡
り
歩
い
て
も
、
道
は
変
わ
っ
て
し
ま
い

時
は
味
方
し
な
い
。
滄
海
を
渡
っ
て
東
へ
旅
し
、
天
池
で
沐
浴
し
て
身
を
清
め
た
。
東
方
の
神
太
昊
に
天
の
道
の
要
諦
を
尋
ね
る
と
、
仁
義
よ
り
貴
い
も

の
は
な
い
と
言
う
。
心
は
喜
ん
で
元
来
た
道
を
帰
り
、
邠
・
岐
山
の
地
で
周
の
文
王
に
仕
え
よ
う
と
し
た
。
玉
英
を
手
に
取
っ
て
誓
い
を
結
ぼ
う
と
し
た

が
、日
は
暮
れ
よ
う
と
し
て
い
て
心
は
悲
し
い
。
天
の
幸
い
は
二
度
と
来
ず
、文
王
は
私
の
忠
誠
に
背
い
た
の
で
自
分
か
ら
去
る
こ
と
に
し
た
。
隴
堆
（
甘

粛
省
）
の
山
を
越
え
て
砂
漠
を
渡
り
、
西
の
桂
車
と
合
黎
の
山
を
過
ぎ
る
。
崑
崙
山
に
赴
い
て
騄
（
駿
馬
の
名
）
を
つ
な
ぎ
止
め
、
邛
（
獣
の
名
）
を
従
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五

え
て
周
遊
し
静
か
に
過
ご
そ
う
。
玉
の
汁
を
す
す
っ
て
渇
き
を
癒
や
し
、芝
草
を
か
じ
っ
て
飢
え
を
癒
や
す
。
何
も
な
く
人
影
も
少
な
い
と
こ
ろ
に
い
て
、

場
所
を
失
っ
て
迷
い
そ
う
に
な
っ
た
。
長
江
や
漢
水
を
眺
め
れ
ば
広
々
と
し
て
、
心
は
も
つ
れ
て
故
郷
を
痛
ま
し
く
思
う
。

ま
ず
「
九
章
」
懐
沙
と
同
様
に
「
北
徂
」
し
て
理
解
者
を
求
め
る
も
得
ら
れ
ず
、
東
游
し
て
太
昊
に
天
道
の
要
諦
を
尋
ね
、
仁
義
を
尊
べ
と
い
う
答
え
を
聞

い
て
喜
び
、
今
度
は
西
の
か
た
文
王
の
も
と
に
赴
こ
う
と
す
る
も
、
日
は
暮
れ
年
は
迫
り
、
用
い
ら
れ
な
い
の
を
悲
し
み
つ
つ
崑
崙
山
へ
赴
き
昇
仙
し
よ
う
と

す
る
が
、
そ
こ
に
も
理
解
者
は
な
く
悲
し
み
に
暮
れ
て
故
郷
を
思
う
。

こ
の
遠
遊
は
全
体
に
「
離
騒
」
の
プ
ロ
ッ
ト
を
借
り
て
は
い
る
が
、
神
仙
思
想
の
影
響
が
色
濃
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
楽
園
で
あ
る
は
ず
の
崑
崙
山
が
孤
独

と
悲
哀
に
満
ち
た
場
所
と
し
て
描
か
れ
る
の
は
、司
馬
相
如「
大
人
賦
」も
同
様
で
あ
る
。「
離
騒
」の
末
尾
も
西
極
の
崑
崙
ま
で
来
た
と
こ
ろ
で
故
郷
を
振
り
返
っ

て
悲
し
み
、
彭
咸
の
居
る
所
へ
と
登
っ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
こ
の
悲
哀
は
そ
の
ま
ま
に
、
神
仙
思
想
で
味
付
け
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
初
句
の
「
言
」
は
自
注
に
「
己
不
見
用
、
欲
遠
去
也
（
己 

用
い
ら
れ
ず
、
遠
く
去
ら
ん
と
欲
す
る
な
り
）」
と
云
う
通
り
「
わ
れ
」
の
意
で
あ
る
。
こ

の
用
法
は
『
詩
経
』
周
南
「
葛
覃
」
の
「
言
告
師
氏
、
言
告
言
歸
」
に
毛
伝
が
「
言
、
我
也
」
と
注
す
る
通
り
、『
詩
経
』
特
有
の
語
彙
を
意
識
し
た
も
の
と

み
ら
れ
る
こ
と
は
注
意
に
値
す
る
。

続
く
「
遭
厄
」
で
は
天
界
を
遊
行
す
る
描
写
が
あ
る
。

載
青
雲
兮
上
昇
、
適
昭
明
兮
所
處
。
躡
天
衢
兮
長
驅
、
踵
九
陽
兮
戲
蕩
。
越
雲
漢
兮
南
濟
、
秣
余
馬
兮
河
鼓
。
雲
霓
紛
兮
晻
翳
、
參
辰
回
兮
顚
倒
。
逢

流
星
兮
問
路
、
顧
我
指
兮
從
左
。
俓
娵
觜
兮
直
馳
、
御
者
迷
兮
失
軌
。
遂
踢
達
兮
邪
造
、
與
日
月
兮
殊
道
。
志
閼
絕
兮
安
如
、
哀
所
求
兮
不
耦
。
攀
天
階

兮
下
視
、
見
鄢
郢
兮
舊
宇
。
意
逍
遙
兮
欲
歸
、
衆
穢
盛
兮
杳
杳
。
思
哽
饐
兮
詰
詘
、
涕
流
瀾
兮
如
雨
。

青
雲
に
乗
っ
て
上
昇
し
、
輝
く
太
陽
の
い
る
と
こ
ろ
へ
行
こ
う
。
天
の
道
を
踏
ん
で
長
い
道
の
り
を
駆
り
、
太
陽
の
出
る
と
こ
ろ
で
た
ゆ
た
う
。
天
の

川
を
越
え
て
南
へ
渡
り
、
馬
に
牽
牛
星
で
秣
を
や
る
。
と
こ
ろ
が
雲
や
虹
が
入
り
乱
れ
て
日
を
隠
し
、
参
や
辰
の
星
は
順
番
が
狂
っ
て
道
を
見
失
う
。
流

星
に
出
会
っ
て
道
を
尋
ね
る
と
、私
を
振
り
返
っ
て
左
に
行
け
と
指
さ
す
。
娵
や
觜
の
星
に
道
を
取
っ
て
ま
っ
す
ぐ
馳
せ
行
こ
う
と
し
て
も
、御
者
は
迷
っ

て
道
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
か
く
て
誤
っ
て
斜
め
に
行
っ
て
し
ま
い
、日
月
と
道
が
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
志
を
遮
ら
れ
て
ど
こ
へ
行
こ
う
と
い
う
の
か
、

求
め
る
理
解
者
を
得
ら
れ
な
い
の
が
悲
し
い
。
天
の
階
段
を
よ
じ
登
っ
て
下
を
見
れ
ば
、鄢
や
郢
の
旧
居
が
見
え
る
。
心
は
定
ま
ら
ず
帰
ろ
う
と
し
て
も
、

－ 398 －



富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要

六

多
く
の
悪
人
が
は
び
こ
っ
て
い
る
。
悪
人
に
道
を
ふ
さ
が
れ
な
じ
ら
れ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
涙
は
雨
の
如
く
流
れ
落
ち
る
。

雲
漢
を
越
え
て
行
こ
う
と
し
て
も
、
雲
霓
に
覆
わ
れ
星
の
位
置
も
正
し
く
な
く
道
に
迷
っ
て
し
ま
い
、
地
上
の
郢
都
へ
帰
ろ
う
に
も
そ
こ
は
奸
臣
だ
ら
け
で
、

た
だ
涙
を
流
す
ほ
か
は
な
い
。
遠
遊
は
ま
た
し
て
も
失
敗
に
終
わ
る
。

次
の
遠
遊
は
「
傷
時
」
に
見
え
る
。

管
束
縛
兮
桎
梏
、
百
貿
易
兮
傅
賣
。
遭
桓
繆
兮
識
舉
、
才
德
用
兮
列
施
。
且
從
容
兮
自
慰
、
玩
琴
書
兮
遊
戲
。
迫
中
國
兮
迮
陿
、
吾
欲
之
兮
九
夷
。

斉
の
管
仲
は
魯
に
捕
え
ら
れ
て
枷
を
は
め
ら
れ
、
百
里
奚
は
諸
国
を
転
々
と
し
て
自
ら
を
身
売
り
し
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
斉
の
桓
公
や
秦
の
繆
（
穆
）

公
に
見
出
さ
れ
て
取
り
立
て
ら
れ
、
そ
の
才
能
や
仁
徳
が
用
い
ら
れ
て
行
わ
れ
た
の
だ
。
今
し
ば
ら
く
ゆ
っ
た
り
と
自
ら
を
慰
め
、
音
楽
や
書
物
に
遊
ぶ

と
し
よ
う
。
中
国
は
狭
苦
し
く
身
の
置
き
所
も
な
い
の
で
、
私
は
九
夷
の
地
へ
行
こ
う
と
思
う
。

と
、
管
仲
や
百
里
奚
も
斉
の
桓
公
や
秦
の
穆
公
に
見
出
さ
れ
て
そ
の
才
を
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
か
ら
、『
論
語
』
子
罕
の
「
子
欲
居
九
夷
（
子 

九
夷
に

居
ら
ん
と
欲
す
）」
を
用
い
て
、
地
上
を
あ
ま
ね
く
遊
行
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
云
う
。

超
五
嶺
兮
嵯
峨
、
觀
浮
石
兮
崔
嵬
。
陟
丹
山
兮
炎
野
、
屯
余
車
兮
黃
支
。
就
祝
融
兮
稽
疑
、
嘉
己
行
兮
無
爲
。
乃
回
朅
兮
北
逝
、
遇
神
孈
兮
宴
娭
。
欲

靜
居
兮
自
娯
、
心
愁
慼
兮
不
能
。

南
方
の
五
嶺
の
険
し
い
山
々
を
越
え
、
東
海
の
浮
石
山
が
高
く
そ
び
え
る
の
を
眺
め
る
。
再
び
南
方
の
丹
山
や
炎
野
に
登
り
、
わ
が
車
を
南
の
果
て
の

黄
支
に
と
ど
め
る
。
祝
融
に
会
っ
て
自
分
の
い
る
べ
き
場
所
を
相
談
し
た
ら
、自
分
の
無
為
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
誉
め
た
。
そ
こ
で
戻
っ
て
北
へ
行
き
、

神
孈
に
会
っ
て
宴
飲
し
た
。
静
か
に
過
ご
し
て
自
ら
を
慰
め
た
い
の
だ
が
、
心
は
愁
え
る
あ
ま
り
そ
れ
も
で
き
な
い
。

東
方
の
浮
石
山
、
南
方
の
丹
山
・
炎
野
な
ど
を
巡
っ
た
後
、
南
方
の
神
の
祝
融
と
北
方
の
神
の
神
孈
に
会
見
す
る
が
、
結
局
心
は
楽
し
ま
ず
、
浮
雲
に
乗
っ
て

蓬
萊
山
を
目
指
す
。

放
余
轡
兮
策
駟
、
忽
飆
騰
兮
浮
雲
。
蹠
飛
杭
兮
越
海
、
從
安
期
兮
蓬
萊
。
緣
天
梯
兮
北
上
、
登
太
一
兮
玉
臺
。
使
素
女
兮
鼓
簧
、
乘
戈
龢
兮
謳
謠
。
聲

噭
誂
兮
清
和
、
音
晏
衍
兮
要
婬
。
咸
欣
欣
兮
酣
樂
、
余
眷
眷
兮
獨
悲
。
顧
章
華
兮
太
息
、
志
戀
戀
兮
依
依
。

手
綱
を
放
し
て
四
頭
の
馬
に
鞭
打
つ
と
、
突
然
つ
む
じ
風
が
浮
雲
を
舞
い
上
げ
る
。
天
の
川
を
踏
ん
で
海
を
越
え
、
蓬
萊
山
の
安
期
生
の
も
と
へ
行
く
。
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七

天
の
架
け
橋
に
よ
っ
て
北
に
上
り
、
太
一
の
神
の
い
る
玉
台
に
登
る
。
素
女
に
笛
を
吹
か
せ
る
と
、
仙
人
の
乘
戈
が
和
し
て
歌
う
。
声
は
伸
び
や
か
で
澄

ん
で
い
て
、
音
は
淫
靡
で
舞
も
見
事
。
皆
は
喜
ん
で
宴
を
楽
し
ん
で
い
る
が
、
私
だ
け
が
故
郷
を
思
っ
て
悲
し
む
。
楚
の
章
華
の
台
を
思
っ
て
は
た
め
息

を
つ
き
、
心
は
恋
々
と
し
て
楚
を
離
れ
難
い
。

蓬
萊
山
で
妙
な
る
音
楽
の
歓
待
を
受
け
て
も
自
分
だ
け
は
楽
し
め
な
い
ま
ま
で
あ
る
。「
憫
上
」「
遭
厄
」
と
同
様
の
モ
チ
ー
フ
が
、
手
を
替
え
品
を
替
え
繰
り

返
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
「
離
騒
」
に
お
い
て
、
霊
氛
に
勧
め
ら
れ
て
二
度
目
の
遊
行
に
出
る
部
分
に
対
応
す
る
が
、『
論
語
』
を
引
い
た
り
安
期

生
や
蓬
萊
山
を
登
場
さ
せ
た
り
す
る
な
ど
、
中
原
の
文
化
を
取
り
込
ん
で
融
合
さ
せ
る
試
み
も
見
ら
れ
る
。

続
く
「
哀
歳
」
で
は
四
荒
へ
の
遊
行
を
歌
う
が
、
出
発
の
直
後
か
ら
困
難
が
待
ち
受
け
る
。

昇
車
兮
命
僕
、
將
馳
兮
四
荒
。
下
堂
兮
見
蠆
、
出
門
兮
觸
蜂
。
巷
有
兮
蚰
蜒
、
邑
多
兮
螳
螂
。
睹
斯
兮
嫉
賊
、
心
爲
兮
切
傷
。
俛
念
兮
子
胥
、
仰
憐
兮

比
干
。
投
劍
兮
脱
冕
、
龍
屈
兮
蜿
蟤
。

車
に
乗
っ
て
御
者
に
命
じ
、
四
荒
の
地
を
馳
せ
よ
う
と
す
る
。
だ
が
堂
か
ら
下
り
れ
ば
サ
ソ
リ
が
い
て
、
門
を
出
れ
ば
蜂
に
出
会
う
。
巷
に
は
ゲ
ジ
が

い
て
、
街
に
は
カ
マ
キ
リ
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
嫉
妬
深
い
悪
い
奴
ら
を
見
た
せ
い
で
、
心
は
ま
こ
と
に
痛
ま
し
い
。
伏
し
て
は
伍
子
胥
を
思
い
、
仰
い
で

は
比
干
を
憐
れ
む
。
剣
を
放
り
出
し
て
冠
を
脱
ぎ
、
龍
も
か
が
ん
で
這
い
つ
く
ば
る
。

こ
こ
で
の
サ
ソ
リ
や
蜂
、
ゲ
ジ
や
カ
マ
キ
リ
な
ど
は
佞
人
が
賢
者
を
害
す
る
こ
と
を
た
と
え
る
。
か
く
て
志
半
ば
で
佞
臣
の
せ
い
で
斃
れ
た
伍
子
胥
や
比
干
を

思
い
な
が
ら
、
遊
行
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

潛
藏
兮
山
澤
、匍
匐
兮
叢
攢
。
窺
見
兮
溪
澗
、流
水
兮
沄
沄
。
黿
鼉
兮
欣
欣
、鱣
鮎
兮
延
延
。
群
行
兮
上
下
、駢
羅
兮
列
陳
。
自
恨
兮
無
友
、特
處
兮
煢
煢
。

山
沢
に
潜
ん
で
も
、
匍
匐
し
て
集
ま
っ
て
く
る
。
谷
間
を
う
か
が
い
見
れ
ば
、
流
れ
る
水
は
逆
巻
い
て
い
る
。
亀
や
ワ
ニ
が
喜
ん
で
や
っ
て
来
て
、
水

蛇
や
ナ
マ
ズ
が
長
々
と
続
く
。
群
れ
を
成
し
て
川
を
上
下
し
、
列
を
成
し
て
連
な
る
。
理
解
者
が
お
ら
ず
、
独
り
で
い
る
こ
と
が
う
ら
め
し
い
。

遊
行
は
結
局
実
現
し
な
い
ま
ま
山
沢
に
潜
ん
で
も
、
そ
こ
も
亀
や
ワ
ニ
、
ナ
マ
ズ
が
の
し
歩
き
、
主
人
公
は
孤
独
に
苛
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

最
後
の
「
守
志
」
は
崑
崙
山
で
の
逍
遙
か
ら
始
ま
る
。

陟
玉
巒
兮
逍
遙
、
覽
高
岡
兮
嶢
嶢
。
桂
樹
列
兮
紛
敷
、
吐
紫
華
兮
布
條
。
實
孔
鸞
兮
所
居
、
今
其
集
兮
惟
鴞
。
烏
鵲
驚
兮
啞
啞
、
余
顧
瞻
兮
怊
怊
。
彼
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八

日
月
兮
闇
昧
、
障
覆
天
兮
䘲
氛
。

崑
崙
の
玉
の
尾
根
に
登
っ
て
歩
き
回
れ
ば
、
高
い
峰
は
抜
き
ん
出
て
そ
び
え
る
。
桂
樹
は
一
面
に
並
ん
で
生
え
、
紫
の
花
を
咲
か
せ
枝
が
広
が
る
。
本

当
は
孔お
お

い
な
る
鸞
鳥
の
棲
む
と
こ
ろ
、
と
こ
ろ
が
今
は
鴞
ふ
く
ろ
うば
か
り
が
集
ま
る
。
カ
ラ
ス
も
驚
い
て
ぎ
ゃ
あ
ぎ
ゃ
あ
騒
ぎ
、
私
は
遠
く
四
方
を
顧
み
る
。
日

月
さ
え
も
暗
く
、
天
が
悪
い
気
に
遮
ら
れ
て
い
る
。

「
怊
怊
」
は
自
注
に
「
四
遠
貌
」
と
云
い
、「
迢
」
に
通
じ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
紫
の
花
咲
く
桂
樹
の
林
に
、
本
来
な
ら
鳳
凰
や
鸞
鳥
が
居
る
は
ず
で
あ
る
の
に
、

こ
こ
で
も
鴞
や
烏
鵲
が
鳴
き
騒
ぐ
ば
か
り
、
四
方
を
眺
め
や
れ
ば
日
月
も
遮
ら
れ
て
い
る
。「
哀
歳
」
の
後
半
に
引
き
続
い
て
楽
園
の
喪
失
が
歌
わ
れ
て
い
る
。

か
く
て
主
人
公
は
天
界
へ
と
旅
立
つ
。

攄
羽
翮
兮
超
俗
、
遊
陶
遨
兮
養
神
。
乘
六
蛟
兮
蜿
蟬
、
遂
馳
騁
兮
陞
雲
。
揚
彗
光
兮
爲
旗
、
秉
電
策
兮
爲
鞭
。
朝
晨
發
兮
鄢
郢
、
食
時
至
兮
增
泉
。
繞

曲
阿
兮
北
次
、
造
我
車
兮
南
端
。
謁
玄
黃
兮
納
贄
、
崇
忠
貞
兮
彌
堅
。
歷
九
宮
兮
遍
觀
、
睹
祕
藏
兮
寶
珍
。
就
傅
説
兮
騎
龍
、
與
織
女
兮
合
婚
。
舉
天
罼

兮
掩
邪
、
彀
天
弧
兮
射
姦
。
隨
真
人
兮
翱
翔
、
食
元
氣
兮
長
存
。
望
太
微
兮
穆
穆
、
睨
三
階
兮
炳
分
。
相
輔
政
兮
成
化
、
建
烈
業
兮
垂
勳
。

羽
ば
た
い
て
俗
世
を
超
え
、
何
に
も
縛
ら
れ
ず
遊
ん
で
精
神
を
養
お
う
。
六
頭
の
う
ね
る
蛟
龍
に
乗
り
、
馳
せ
行
き
雲
に
登
る
。
彗
星
の
光
を
掲
げ
て

旗
に
し
、
稲
妻
を
手
に
取
っ
て
鞭
に
す
る
。
朝
に
鄢
・
郢
の
都
を
発
ち
、
昼
時
に
は
銀
河
の
増
泉
に
至
る
。
曲
が
り
く
ね
っ
た
隈
を
め
ぐ
っ
て
北
に
宿
り
、

わ
が
車
を
南
の
果
て
に
至
ら
せ
る
。
中
央
の
帝
の
玄
黄
に
拝
謁
し
て
礼
物
を
納
め
、
忠
誠
貞
潔
を
貴
ぶ
気
持
ち
は
い
よ
い
よ
堅
く
な
る
。
天
の
九
つ
の
宮

殿
を
あ
ま
ね
く
見
て
回
り
、
秘
蔵
の
珍
宝
を
見
る
。
傅
説
と
と
も
に
龍
に
乗
り
、
織
女
と
結
婚
す
る
。
天
の
罼あ
み

を
挙
げ
て
邪
佞
を
一
網
打
尽
に
し
、
天
の

弧ゆ
み

を
引
い
て
奸
臣
を
射
殺
す
。
仙
人
に
つ
い
て
高
く
翔
り
、
天
の
気
を
食
ら
っ
て
長
生
き
し
よ
う
。
太
微
の
宮
殿
を
望
め
ば
近
づ
き
や
す
そ
う
な
姿
、
宮

殿
の
三
つ
の
階
段
は
見
事
な
作
り
。
天
帝
の
政
を
助
け
て
教
化
を
成
し
遂
げ
、
手
柄
を
立
て
て
い
さ
お
を
残
し
た
い
も
の
だ
。

天
罼
・
天
弧
は
と
も
に
星
の
名
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
網
や
弓
の
意
味
を
掛
け
て
い
る
。「
朝
晨
發
兮
鄢
郢
、
食
時
至
兮
增
泉
。」
の
二
句
は
「
離
騒
」
の
「
朝

發
軔
於
蒼
梧
兮
，
夕
余
至
乎
縣
圃
（
朝
に
蒼
梧
山
か
ら
車
を
出
発
さ
せ
、
夕
方
に
は
崑
崙
山
の
県
圃
に
至
る
）」
を
用
い
て
い
る
が
、
そ
の
後
天
界
の
宮
殿
を

歴
訪
し
、
傅
説
に
従
っ
て
龍
に
乗
り
、
織
女
と
結
婚
し
、
奸
臣
を
追
い
払
っ
て
か
ら
真
人
に
従
っ
て
養
生
し
、
天
帝
を
補
佐
し
て
手
柄
を
立
て
る
。「
離
騒
」

の
主
人
公
が
天
の
宮
殿
で
門
前
払
い
を
食
ら
う
の
と
は
対
照
的
だ
が
、
そ
の
末
尾
は
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目
瞥
瞥
兮
西
沒
、
道
遐
迥
兮
阻
歎
。
志
稸
積
兮
未
通
、
悵
敞
罔
兮
自
憐
。

一
瞥
す
れ
ば
日
（「
目
」
は
「
日
」
の
誤
り
か
）
は
西
に
沈
み
、
道
は
遥
か
で
険
し
い
（「
歎
」
は
「
艱
」
の
誤
り
か  

６
）。
積
も
る
志
は
実
現
で
き
ず
、

が
っ
か
り
し
て
己
を
憐
れ
む
の
だ
。

と
云
い
、
昇
仙
は
結
局
夢
の
ま
ま
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

「
九
思
」
全
体
の
遠
遊
は

　

八
極
・
九
州
（
実
現
せ
ず
）
↓
天
池
（
太
昊
）・
崑
崙
山
↓
天
界
↓
九
夷
・
蓬
莱
山
↓
四
荒
（
実
現
せ
ず
）
↓
崑
崙
山
・
天
界
（
昇
仙
に
失
敗
）

と
い
う
行
程
で
あ
り
、「
離
騒
」
の
主
人
公
が

　

蒼
梧
山
↓
崑
崙
山
↓
天
界
（
拒
絶
さ
れ
る
）
↓
白
水
・
閬
風
（
遊
行
中
止
）
↓
天
津
・
西
極
↓
皇
天
（
彭
咸
の
居
る
所
）

と
い
う
経
路
を
た
ど
る
の
と
よ
く
対
応
し
て
い
る
。
ど
こ
へ
遊
行
し
て
も
理
解
者
を
得
る
と
い
う
目
的
を
達
成
で
き
な
い
の
は
「
九
思
」
も
「
離
騒
」
も
同
じ

だ
が
、「
九
思
」
で
は
楽
園
で
あ
る
は
ず
の
崑
崙
山
に
ま
で
鴞
や
烏
鵲
が
侵
入
し
、
最
後
の
昇
仙
も
失
敗
に
終
わ
る
な
ど
、
よ
り
救
い
の
な
い
内
容
に
な
っ
て

い
る
。
そ
し
て
最
後
の
乱
辞
で
は

亂
曰
、
天
庭
明
兮
雲
霓
藏
、
三
光
朗
兮
鏡
萬
方
。
斥
𧌨
蜴
兮
進
龜
龍
、
策
謀
從
兮
翼
機
衡
。
配
稷
契
兮
恢
唐
功
、
嗟
英
俊
兮
未
爲
雙
。

お
さ
め
の
歌
、
天
の
庭
は
明
る
く
雲
や
虹
は
隠
れ
、
日
月
星
の
三
光
は
明
朗
で
あ
ら
ゆ
る
方
角
を
照
ら
す
。
ト
カ
ゲ
の
よ
う
な
小
人
を
退
け
て
亀
や
龍

の
よ
う
な
君
子
を
取
り
立
て
れ
ば
、政
策
は
順
調
に
い
き
天
子
の
助
け
と
な
る
。
后
稷
や
契
の
よ
う
な
名
臣
を
配
し
て
唐
堯
の
功
績
を
蘇
ら
せ
よ
う
に
も
、

あ
あ
英
俊
に
は
相
手
が
い
な
い
の
だ
。

と
云
い
、
天
子
が
聖
明
で
あ
れ
ば
賢
者
も
愚
者
も
そ
の
所
を
得
る
の
に
、
英
俊
に
そ
の
相
手
た
る
に
ふ
さ
わ
し
い
者
が
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
終
わ
る
。
遠
遊

を
歌
い
な
が
ら
、
最
後
に
は
天
子
が
聖
明
で
あ
る
と
い
う
本
道
に
返
る
こ
と
こ
そ
が
大
切
だ
と
い
う
諷
諫
を
込
め
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、『
楚
辞
』
前
期
作
品

の
乱
辞
よ
り
も
辞
賦
に
一
層
近
づ
い
た
内
容
で
あ
る
と
い
え
る
。
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（
二
）
正
邪
の
顚
倒

正
邪
の
価
値
観
が
顚
倒
し
て
い
る
こ
と
を
通
じ
て
、
佞
臣
が
高
位
に
い
て
賢
者
が
遠
ざ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
歌
う
の
は
、『
楚
辞
』
で
は
「
離
騒
」「
九
章
」

「
九
辯
」
に
多
く
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。「
九
思
」
で
も
正
邪
の
顚
倒
が
繰
り
返
し
歌
わ
れ
て
い
る
。

ま
ず
「
逢
尤
」
で
は

　

思
丁
文
兮
聖
明
哲
，
哀
平
差
兮
迷
謬
愚
。
呂
傅
舉
兮
殷
周
興
，
忌
嚭
專
兮
郢
呉
虛
。

殷
の
武
丁
や
周
の
文
王
の
聖
に
し
て
明
哲
な
る
を
思
い
、
楚
の
平
王
や
呉
王
夫
差
の
迷
妄
に
し
て
愚
か
な
る
を
哀
し
む
。
呂
尚
や
傅
説
が
取
り
立
て
ら

れ
て
殷
や
周
は
興
り
、
費
無
忌
や
大
宰
嚭
が
権
力
を
専
ら
に
し
て
郢
都
も
呉
都
も
賢
臣
が
い
な
く
な
っ
た
。

「
丁
」
を
自
注
は
「
當
也
。」
と
い
い
、
文
王
の
時
世
に
遭
う
こ
と
を
思
う
と
す
る
が
、「
哀
平
差
」
と
対
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
既
述
の
通
り
殷
の
武
丁
と
す
る

兪
樾
の
説
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。「
平
」
は
楚
の
平
王
、「
差
」
は
呉
王
夫
差
。「
呂
」
は
太
公
望
呂
尚
、「
傅
」
は
殷
の
傅
説
、「
忌
」
は
楚
の
大
夫
費
無
忌
、「
嚭
」

は
呉
の
大
宰
嚭
。
明
君
と
暗
君
、賢
臣
と
奸
臣
を
対
比
さ
せ
な
が
ら
時
世
に
遭
わ
ず
佞
臣
に
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
を
嘆
く
の
は
、「
九
章
」諸
篇
に
も
、た
と
え
ば「
惜

往
日
」
に聞

百
里
之
爲
虜
兮
、
伊
尹
烹
於
庖
廚
。
呂
望
屠
於
朝
歌
兮
、
甯
戚
歌
而
飯
牛
。
不
逢
湯
武
與
桓
繆
兮
、
世
孰
云
而
知
之
。
呉
信
讒
而
弗
味
兮
、
子
胥
死

而
後
憂
。
介
子
忠
而
立
枯
兮
、
文
君
寤
而
追
求
。
封
介
山
而
爲
之
禁
兮
、
報
大
德
之
優
游
。

聞
く
と
こ
ろ
で
は
百
里
奚
は
囚
わ
れ
の
身
と
な
り
、
伊
尹
は
厨
房
で
料
理
人
に
な
っ
て
い
た
。
太
公
望
呂
尚
は
朝
歌
で
屠
殺
人
に
な
っ
て
い
て
、
甯
戚

は
歌
い
な
が
ら
牛
飼
い
を
し
て
い
た
。
彼
ら
が
殷
の
湯
王
・
周
の
武
王
・
斉
の
桓
公
・
秦
の
穆
公
に
出
会
わ
な
か
っ
た
ら
、
世
の
中
の
誰
に
そ
の
名
を
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
だ
ろ
う
か
。
呉
王
は
讒
言
を
信
じ
て
忠
臣
の
言
を
吟
味
し
な
か
っ
た
ば
か
り
に
、
伍
子
胥
を
殺
し
て
か
ら
亡
国
の
憂
き
目
に
遭
っ

た
。
介
子
推
は
忠
信
を
守
っ
て
山
に
隠
れ
て
死
に
、
晋
の
文
公
は
や
っ
と
過
ち
を
悟
っ
て
彼
を
呼
び
戻
そ
う
と
し
た
。
そ
の
山
を
介
山
と
名
づ
け
て
介
子

推
の
領
地
に
封
じ
、
彼
の
大
徳
あ
る
霊
魂
に
報
い
た
の
だ
。

と
云
う
よ
う
に
、
繰
り
返
し
現
れ
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。「
逢
尤
」
は
さ
ら
に

虎
兕
爭
兮
於
廷
中
，
豺
狼
鬭
兮
我
之
隅
。
雲
霧
會
兮
日
冥
晦
，
飄
風
起
兮
揚
塵
埃
。
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虎
や
兕
（
悪
獣
の
名
）
が
宮
廷
で
権
力
を
争
い
、
豺
や
ま
い
ぬ 

や
狼
が
私
の
そ
ば
で
言
い
争
っ
て
い
る
。
雲
や
霧
が
集
ま
っ
て
日
は
暗
く
覆
わ
れ
、
つ
む
じ
風

が
起
こ
っ
て
塵
埃
が
巻
き
上
が
る
。

と
、
佞
臣
を
虎
兕
豺
狼
や
雲
霧
・
飄
風
に
た
と
え
、
宮
廷
が
そ
れ
ら
に
占
拠
さ
れ
る
さ
ま
を
生
々
し
く
描
い
て
い
る
。
前
半
の
虎
兕
豺
狼
は
「
招
魂
」
に

魂
兮
歸
來
、
君
無
上
天
些
。
虎
豹
九
關
、
啄
害
下
人
些
。
一
夫
九
首
、
拔
木
九
千
些
。
豺
狼
從
目
、
往
來
侁
侁
些
。

魂
よ
、
帰
り
来
た
れ
。
そ
な
た
は
天
上
に
い
る
べ
き
で
は
な
い
。
虎
や
豹
が
九
つ
の
天
門
を
守
り
、
地
上
の
人
を
か
み
殺
す
の
だ
。
九
つ
の
頭
を
持
つ

丈ま
す
ら
お夫
が
い
て
、九
千
本
も
の
大
木
を
一
日
で
抜
い
て
し
ま
う
ほ
ど
だ
。豺
や
狼
が
目
を
縦
に
つ
り
上
げ
て
、我
先
に
と
争
い
な
が
ら
走
り
回
っ
て
い
る
の
だ
。

と
云
い
、
死
後
の
天
上
世
界
の
恐
ろ
し
さ
を
云
う
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
佞
臣
に
た
と
え
る
の
は
『
楚
辞
』
で
は
他
に
見
ら
れ
な
い
。
一
方
後
半

は
「
離
騒
」
に

吾
令
鳳
鳥
飛
騰
兮
、
繼
之
以
日
夜
。
飄
風
屯
其
相
離
兮
，
帥
雲
霓
而
來
御
。

私
は
鳳
凰
に
高
く
飛
び
上
が
ら
せ
、
日
に
夜
を
継
い
で
飛
ん
で
い
こ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
つ
む
じ
風
が
集
ま
っ
て
は
私
と
引
き
離
そ
う
と
し
、
雲
や

虹
を
引
き
連
れ
て
私
を
迎
え
よ
う
と
す
る
。

と
云
い
、
こ
の
飄
風
と
雲
霓
は
王
逸
が
そ
れ
ぞ
れ
「
以
興
邪
惡
之
衆
」「
以
喩
佞
人
」
と
し
て
い
る
。「
逢
尤
」
の
雲
霧
と
飄
風
も
こ
れ
を
借
り
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
に
奸
臣
を
ど
う
表
現
す
る
か
は
王
逸
の
独
創
も
見
ら
れ
る
と
は
い
え
、
佞
臣
に
宮
廷
が
占
拠
さ
れ
る
さ
ま
自
体
は
「
離
騒
」
や
「
九
章
」
で
盛

ん
に
描
か
れ
、
新
味
の
な
い
も
の
で
あ
る
。

続
く
「
怨
上
」
は
冒
頭
か
ら
令
尹
が
佞
臣
を
重
用
し
て
国
中
が
乱
れ
る
さ
ま
を
描
く
。

令
尹
兮
謷
謷
、群
司
兮
譨
譨
。
哀
哉
兮
淈
淈
、上
下
兮
同
流
。
菽
藟
兮
蔓
衍
、芳
虈
兮
挫
枯
。
朱
紫
兮
雜
亂
、曾
莫
兮
別
諸
。
倚
此
兮
巖
穴
、永
思
兮
窈
悠
。

令
尹
は
忠
臣
の
言
う
こ
と
を
ま
と
も
に
聴
か
ず
、
群
臣
は
取
り
入
ろ
う
と
争
っ
て
い
る
。
哀
し
い
か
な
、
国
中
が
乱
れ
、
上
か
ら
下
ま
で
同
じ
よ
う
に

悪
に
染
ま
っ
て
い
る
。
雑
草
が
蔓
延
し
、
香
草
は
枯
れ
て
打
ち
捨
て
ら
れ
る
。
朱
に
紫
が
入
り
混
じ
り
、
そ
れ
ら
を
区
別
で
き
る
者
と
て
な
い
。
そ
れ
で

こ
の
岩
穴
に
こ
も
っ
た
が
、
憂
え
る
思
い
は
遥
か
に
続
く
。

「
謷
謷
」
は
自
注
に
「
不
聽
話
言
而
妄
語
也
」
と
云
い
、
人
の
話
を
聞
か
ず
み
だ
り
に
人
を
そ
し
る
さ
ま
。
後
半
四
句
は
蔓
草
が
は
び
こ
っ
て
香
草
が
枯
れ
る
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さ
ま
で
佞
臣
が
宮
廷
に
は
び
こ
る
こ
と
を
た
と
え
た
後
に
山
中
へ
の
隠
棲
を
う
た
う
が
、「
九
章
」
悲
回
風
に
も

故
荼
薺
不
同
畝
兮
、
蘭
茞
幽
而
獨
芳
。
…
…
惟
佳
人
之
獨
懷
兮
、
折
若
椒
以
自
處
。
曾
歔
欷
之
嗟
嗟
兮
、
獨
隱
伏
而
思
慮
。

そ
れ
で
荼に
が
なと
薺あ
ま
なは
同
じ
畝
に
は
生
え
ず
、
蘭
茞
（
香
草
）
は
ひ
っ
そ
り
と
独
り
芳
香
を
放
つ
。
…
…
た
だ
わ
が
良
き
君
主
を
思
い
、
若
椒
（
香
草
）
を

手
折
っ
て
節
操
を
守
ろ
う
。
何
度
も
す
す
り
泣
き
な
が
ら
嘆
き
、
独
り
隠
れ
住
ん
で
思
い
は
巡
る
。

と
い
う
類
似
の
表
現
が
あ
る
。

「
疾
世
」で
は
最
初
に
漢
渚
を
彷
徨
し
な
が
ら
水
神
を
求
め
る
情
景
に
続
い
て
、小
鳥
が
鳴
き
騒
ぐ
さ
ま
を
宮
廷
に
小
人
が
は
び
こ
る
さ
ま
に
た
と
え
て
い
る
。

周
徘
徊
兮
漢
渚
、
求
水
神
兮
靈
女
。
嗟
此
國
兮
無
良
、
媒
女
詘
兮
謰
謱
。
鴳
雀
列
兮
譁
讙
、
鴝
鵒
鳴
兮
聒
余
。
抱
昭
華
兮
寶
璋
、
欲
衒
鬻
兮
莫
取
。

漢
水
の
岸
を
さ
ま
よ
い
な
が
ら
、
水
中
の
神
女
を
求
め
る
。
あ
あ
こ
の
国
に
善
人
は
お
ら
ず
、
仲
人
さ
え
も
言
を
左
右
に
し
て
で
た
ら
め
ば
か
り
。
ウ

ズ
ラ
や
ス
ズ
メ
が
並
ん
で
が
や
が
や
鳴
き
、
鴝
鵒
（
九
官
鳥
）
も
鳴
き
騒
い
で
や
か
ま
し
い
。
昭
華
や
寶
璋
の
玉
を
抱
き
な
が
ら
、
そ
れ
を
売
り
込
も
う

と
し
て
も
買
う
人
と
て
な
い
。

そ
の
描
写
は
「
九
章
」
渉
江
の
乱
辞
に

鸞
鳥
鳳
皇
、
日
以
遠
兮
。
燕
雀
烏
鵲
、
巢
堂
壇
兮
。
露
申
辛
夷
、
死
林
薄
兮
。
腥
臊
竝
御
、
芳
不
得
薄
兮
。

鸞
鳥
や
鳳
凰
は
、
日
に
日
に
遠
ざ
か
っ
て
い
く
。
ツ
バ
メ
や
ス
ズ
メ
、
カ
ラ
ス
や
カ
サ
サ
ギ
が
、
諸
侯
の
会
合
す
る
堂
壇
に
巣
を
か
け
て
い
る
。
露
申

や
辛
夷
（
と
も
に
香
木
）
は
、
林
や
藪
で
枯
死
す
る
。
生
臭
い
も
の
が
進
め
ら
れ
、
芳
し
い
も
の
は
近
づ
く
こ
と
も
で
き
な
い
。

「
懐
沙
」
に懷

瑾
握
瑜
兮
、
窮
不
知
所
示
。

瑾
や
瑜
の
美
玉
を
手
に
し
な
が
ら
、
窮
地
に
あ
っ
て
は
そ
れ
を
示
す
す
べ
も
な
い
。

と
い
う
類
似
の
表
現
が
見
ら
れ
る
が
、
描
写
は
よ
り
生
々
し
く
な
っ
て
い
る
。

「
憫
上
」
で
は
前
半
で
「
九
章
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
正
邪
の
顚
倒
を
う
た
う
。

衆
多
兮
阿
媚
、
骫
靡
兮
成
俗
。
貪
枉
兮
黨
比
、
貞
良
兮
煢
獨
。
鵠
竄
兮
枳
棘
、
鵜
集
兮
帷
幄
。
蘮
蕠
兮
青
蔥
、
槁
本
兮
萎
落
。
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三

多
く
の
人
が
阿
り
へ
つ
ら
い
、
に
こ
や
か
な
顔
を
作
っ
て
低
俗
に
振
舞
う
。
不
正
を
し
て
財
を
貪
る
者
が
朋
党
を
組
み
、
貞
潔
忠
良
の
臣
は
孤
立
無
援
。

鵠お
お
と
りは
い
ば
ら
の
中
に
隠
れ
、
鵜
ペ
リ
カ
ンが
帳
の
中
に
集
ま
る
。
蘮
蕠
や
青
蔥
、
槁
本
（
と
も
に
香
草
）
は
枯
れ
落
ち
る
。

「
懐
沙
」
に
は

變
白
以
爲
黑
兮
、
倒
上
以
爲
下
。
鳳
皇
在
笯
兮
、
雞
鶩
翔
舞
。
同
糅
玉
石
兮
、
一
概
而
相
量
。

白
を
変
じ
て
黒
と
な
し
、
上
を
逆
さ
ま
に
し
て
下
と
な
す
。
鳳
凰
は
籠
の
中
に
い
て
、
鶏
や
カ
モ
が
翔
り
舞
う
。
玉
も
石
も
こ
き
混
ぜ
て
、
同
じ
概と
か
きで

一
緒
く
た
に
量
る
。

と
云
い
、
こ
の
モ
チ
ー
フ
を
借
り
て
い
る
の
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

続
く
「
遭
厄
」
で
初
め
て
屈
原
へ
の
哀
辞
が
歌
わ
れ
、
そ
の
後
「
憫
上
」
と
同
様
の
正
邪
の
顚
倒
が
歌
わ
れ
る
。

悼
屈
子
兮
遭
厄
、
沈
玉
躬
兮
湘
汨
。
何
楚
國
兮
難
化
、
迄
于
今
兮
不
易
。
士
莫
志
兮
羔
裘
、
競
佞
諛
兮
讒
鬩
。
指
正
義
兮
爲
曲
、
訿
玉
璧
兮
爲
石
。
殦

鵰
遊
兮
華
屋
、
鵔
鸃
棲
兮
柴
蔟
。

屈
原
が
災
難
に
遭
わ
れ
、
そ
の
賢
な
る
御
身
を
汨
羅
江
に
沈
め
た
も
う
た
こ
と
を
悼
む
。
楚
国
の
何
と
教
化
し
難
い
こ
と
よ
、
今
に
至
る
ま
で
そ
の
悪

習
は
変
わ
ら
な
い
。
士
に
は
衣
冠
を
正
し
て
忠
直
な
ら
ん
と
す
る
志
も
な
く
、
へ
つ
ら
っ
て
讒
言
す
る
こ
と
を
競
っ
て
い
る
。
正
義
を
指
し
て
不
正
直
だ

と
し
、
玉
や
璧
を
石
だ
と
そ
し
る
。
殦
鵰
（
悪
鳥
の
名
）
が
立
派
な
建
物
の
中
で
遊
び
、
鵔
に
し
き
ど
りや
鸃
（
鳥
の
名
）
が
叢
生
す
る
柴
の
中
に
棲
む
。

王
褒
「
九
懐
」
尊
嘉
で
は

伍
胥
兮
浮
江
、
屈
子
兮
沈
湘
。
運
余
兮
念
茲
、
心
内
兮
懷
傷
。

伍
子
胥
の
屍
が
長
江
に
浮
か
び
、
屈
原
は
瀟
湘
に
沈
ん
だ
。
我
が
身
に
翻
っ
て
こ
れ
を
思
え
ば
、
心
の
内
は
傷
ま
し
い
。

と
云
い
、
屈
原
を
悼
む
よ
り
も
、
伍
子
胥
と
と
も
に
引
き
合
い
に
出
し
て
自
ら
の
不
遇
を
嘆
く
よ
う
な
歌
い
方
で
あ
る
。
厳
忌
「
哀
時
命
」
も

子
胥
死
而
成
義
兮
、
屈
原
沈
於
汨
羅
。
雖
體
解
其
不
變
兮
、
豈
忠
信
之
可
化
。

伍
子
胥
は
死
し
て
義
を
成
し
、
屈
原
は
汨
羅
に
沈
ん
だ
。
体
を
ば
ら
ば
ら
に
さ
れ
て
も
変
わ
ら
な
い
も
の
が
あ
る
、
忠
信
を
ど
う
し
て
変
え
る
こ
と
が

で
き
よ
う
か
。
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と
云
う
が
、「
離
騒
」
の

雖
體
解
吾
猶
未
變
兮
、
豈
余
心
之
可
懲
。

体
を
ば
ら
ば
ら
に
さ
れ
た
と
し
て
も
私
は
変
わ
ら
な
い
、
わ
が
心
を
ど
う
し
て
懲
り
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

を
踏
ま
え
て
、
た
と
え
支
解
の
刑
に
な
っ
た
と
て
自
分
の
忠
誠
心
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
と
云
う
の
で
あ
っ
て
、
や
は
り
屈
原
を
悼
む
表
現
で
は
な
い
。

ま
た
劉
向
「
九
歎
」
は
劉
向
自
身
が
屈
原
に
成
り
代
わ
っ
て
歌
う
よ
う
な
調
子
で
あ
り
、「
遠
逝
」
に
至
っ
て

覽
屈
氏
之
離
騷
兮
、
心
哀
哀
而
怫
鬱
。
聲
嗷
嗷
以
寂
寥
兮
、
顧
僕
夫
之
憔
悴
。

屈
原
の
「
離
騒
」
を
読
む
と
、
心
は
悲
し
み
の
あ
ま
り
気
が
ふ
さ
ぐ
。
声
を
限
り
に
呼
ん
で
も
答
え
る
人
も
な
く
、
御
者
を
顧
み
れ
ば
憔
悴
し
た
様
子
。

と
云
う
が
、
己
を
屈
原
に
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
屈
原
を
直
接
に
悼
む
も
の
で
は
な
い
。
王
逸
の
「
何
楚
國
兮
難
化
、
迄
于
今
兮
不
易
。」
は
こ

れ
ら
に
比
べ
れ
ば
屈
原
の
憂
国
の
思
い
を
代
弁
し
、
継
承
す
る
王
逸
の
意
図
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
と
云
え
よ
う
。

続
く
「
悼
乱
」
は
最
初
に
正
邪
の
顚
倒
を
述
べ
る
が
、
西
周
か
ら
春
秋
戦
国
に
か
け
て
の
忠
臣
賢
者
が
災
厄
に
遭
い
、
佞
臣
が
君
の
側
に
侍
る
さ
ま
を
描
く

の
が
特
色
で
あ
る
。

督
萬
兮
侍
宴
、
周
邵
兮
負
芻
。
白
龍
兮
見
射
、
靈
龜
兮
執
拘
。
仲
尼
兮
困
厄
、
鄒
衍
兮
幽
囚
。

宋
の
華
督
や
南
宮
長
万
の
よ
う
な
輩
が
宴
席
に
侍
り
、
周
公
旦
や
召
公
奭
の
よ
う
な
忠
臣
が
秣
を
背
負
う
有
り
様
。
水
神
の
白
龍
は
射
ら
れ
、
瑞
祥
の

霊
亀
が
捕
ら
え
ら
れ
る
。
孔
子
は
陳
・
蔡
で
災
厄
に
苦
し
み
、
鄒
衍
は
斉
で
囚
わ
れ
の
身
と
な
っ
た
。

「
督
萬
」
は
宋
の
殤
公
を
弑
し
た
大
夫
華
督  

７
と
、宋
の
閔
公
を
弑
し
た
南
宮
長
万  

８
。「
周
邵
」
は
周
公
旦
と
召
公
奭
。「
九
章
」
諸
篇
で
は
伊
尹
・
比
干
・
甯
戚
・

伍
子
胥
・
百
里
奚
・
介
子
推
ら
の
忠
臣
介
士
が
し
ば
し
ば
引
か
れ
る
が
、「
悼
乱
」
の
こ
の
一
節
に
見
え
る
人
物
は
『
楚
辞
』
前
期
作
品
に
は
全
く
見
え
な
い
。

次
の
「
傷
時
」
は

惟
昊
天
兮
昭
靈
、
陽
氣
發
兮
清
明
。
風
習
習
兮
龢
煖
、
百
草
萌
兮
華
榮
。
堇
荼
茂
兮
扶
疏
、
蘅
芷
彫
兮
瑩
嫇
。

初
夏
の
空
は
明
る
く
、
陽
気
は
起
こ
っ
て
清
々
し
い
。
風
は
そ
よ
そ
よ
と
温
か
く
、
諸
々
の
草
が
萌
え
出
で
て
花
が
咲
く
。
堇
あ
ざ
みや
荼に
が
なが
生
い
茂
り
、
蘅
・

芷
（
香
草
）
が
萎
れ
て
縮
こ
ま
る
。
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五

と
、
春
の
陽
気
に
草
花
が
萌
え
出
で
る
こ
と
か
ら
歌
い
起
こ
し
、
雑
草
が
茂
っ
て
香
草
が
萎
れ
る
こ
と
へ
と
つ
な
げ
て
正
邪
の
顚
倒
と
佞
臣
の
蔓
延
を
歌
う
。

そ
の
後

管
束
縛
兮
桎
梏
、
百
貿
易
兮
傅
賣
。
遭
桓
繆
兮
識
舉
、
才
德
用
兮
列
施
。
且
從
容
兮
自
慰
、
玩
琴
書
兮
遊
戲
。
迫
中
國
兮
迮
陿
、
吾
欲
之
兮
九
夷
。

斉
の
管
仲
は
魯
に
捕
え
ら
れ
て
枷
を
は
め
ら
れ
、
百
里
奚
は
諸
国
を
転
々
と
し
て
自
ら
を
身
売
り
し
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
斉
の
桓
公
や
秦
の
繆
（
穆
）

公
に
見
出
さ
れ
て
取
り
立
て
ら
れ
、
そ
の
才
能
や
仁
徳
が
用
い
ら
れ
て
行
わ
れ
た
の
だ
。
し
ば
ら
く
ゆ
っ
た
り
と
自
ら
を
慰
め
、
音
楽
や
書
物
の
世
界
に

遊
ぼ
う
。
中
国
の
狭
さ
に
身
の
置
き
所
も
な
い
の
で
、
私
は
九
夷
の
国
へ
行
こ
う
と
思
う
。

と
、
管
仲
や
百
里
奚
も
斉
の
桓
公
や
秦
の
穆
公
に
見
出
さ
れ
て
そ
の
才
を
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
か
ら
、
地
上
へ
の
遊
行
に
移
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
価
値
の
顚
倒
を
歌
う
こ
と
自
体
に
新
味
は
な
い
と
は
い
え
、
こ
れ
に
用
い
る
モ
チ
ー
フ
は
楚
地
の
名
物
に
こ
だ
わ
ら
ず
中
原
の

人
物
や
名
物
を
用
い
る
な
ど
、
新
し
い
工
夫
も
見
ら
れ
る
。

（
三
）
彷
徨
と
隠
棲

『
楚
辞
』
で
は
山
野
を
彷
徨
し
た
り
、
そ
こ
に
隠
棲
し
た
り
す
る
描
写
が
「
九
章
」
や
「
九
辯
」
に
見
ら
れ
る
。「
九
思
」
で
は
ま
ず
「
怨
上
」
に

進
惡
兮
九
旬
、
復
顧
兮
彭
務
。
擬
斯
兮
二
蹤
、
未
知
兮
所
投
。
謠
吟
兮
中
野
、
上
察
兮
璇
璣
。
大
火
兮
西
睨
、
攝
提
兮
運
低
。
雷
霆
兮
硠
磕
、
雹
霰
兮

霏
霏
。
奔
電
兮
光
晃
、
涼
風
兮
愴
悽
。
鳥
獸
兮
驚
駭
、
相
從
兮
宿
棲
。
鴛
鴦
兮
噰
噰
、
狐
狸
兮
徾
徾
。
哀
吾
兮
介
特
、
獨
處
兮
罔
依
。
螻
蛄
兮
鳴
東
、
蟊

𧕾
兮
號
西
。
蛓
緣
兮
我
裳
、
蠋
入
兮
我
懷
。
蟲
豸
兮
夾
余
、
惆
悵
兮
自
悲
。

殷
の
紂
王
は
九
十
日
も
燕
飲
し
た
と
い
う
の
で
、
ま
た
入
水
し
た
彭
咸
と
務
光
を
顧
み
る
。
こ
の
二
人
の
足
跡
に
続
こ
う
と
し
て
も
、
身
投
げ
で
き
る

場
所
も
わ
か
ら
な
い
。
野
の
た
だ
中
で
吟
じ
歌
い
、
璇
璣
の
星
を
仰
ぎ
見
る
。
大
火
の
星
を
西
に
見
れ
ば
、
摂
提
の
星
は
低
く
運
行
す
る
。
雷
は
ゴ
ロ
ゴ

ロ
と
、
雹
や
霰
は
降
り
し
き
る
。
稲
妻
は
明
る
く
光
り
、
涼
風
は
吹
き
す
さ
ぶ
。
鳥
獣
も
驚
き
、
連
れ
だ
っ
て
ね
ぐ
ら
に
入
る
。
鴛
鴦
は
鳴
き
交
わ
し
、

狐
狸
も
連
れ
立
っ
て
い
く
。
私
だ
け
は
独
り
で
、
寄
る
辺
も
な
い
の
が
哀
し
い
。
秋
蝉
は
東
に
向
か
っ
て
鳴
き
、
茅ひ
ぐ
ら
し蜩
も
西
に
向
か
っ
て
鳴
く
。
刺
す
虫

が
裳
裾
に
取
り
付
き
、
芋
虫
は
懐
に
入
り
込
む
。
虫
ど
も
が
私
に
近
づ
き
、
失
意
の
う
ち
に
自
ら
悲
し
む
。
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「
進
惡
兮
九
旬
」
は
殷
の
紂
王
が
九
十
日
に
わ
た
っ
て
燕
飲
し
て
政
務
を
聴
か
な
か
っ
た
こ
と
を
云
い
、「
彭
務
」
は
彭
咸
と
務
光
を
指
す
。
こ
の
二
人
に
続

い
て
自
沈
し
よ
う
と
し
て
も
果
た
せ
ず
、
吟
じ
な
が
ら
中
野
を
彷
徨
す
る
。
空
に
は
雷
電
が
と
ど
ろ
き
、
冷
た
い
風
が
吹
き
、
鳥
や
獣
も
鳴
き
叫
び
な
が
ら
連

れ
だ
っ
て
巣
に
帰
る
こ
と
を
歌
い
な
が
ら
自
ら
の
孤
独
を
嘆
く
。
こ
こ
に
見
え
る
鴛
鴦
・
狐
狸
・
螻
蛄
・
蟊
𧕾
・
蛓
・
蠋
は
「
九
歌
」
山
鬼
に
「
赤
狐
」
が
あ

る
他
は
『
楚
辞
』
前
期
作
品
に
見
え
ず
、
む
し
ろ
鴛
鴦
は
『
詩
経
』
小
雅
「
鴛
鴦
」
な
ど
に
、
蠋
も
同
・
豳
風
「
東
山
」
に
見
え
、
ま
た
「
雹
霰
兮
霏
霏
」
も

同
・
小
雅
「
采
薇
」
な
ど
に
「
雨
雪
霏
霏
」
と
見
え
る
な
ど
、『
詩
経
』
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
悼
乱
」
は
後
半
で
山
中
へ
の
隠
棲
を
描
く
が
、
こ
こ
で
特
徴
的
な
の
は
『
詩
経
』
に
見
え
る
表
現
を
明
確
に
用
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

鶬
鶊
兮
喈
喈
、
山
鵲
兮
嚶
嚶
。
鴻
鸕
兮
振
翅
、
歸
鴈
兮
于
征
。

ウ
グ
イ
ス
は
鳴
き
交
わ
し
、
カ
サ
サ
ギ
は
澄
ん
だ
声
で
鳴
く
。
鴻
（
大
型
の
雁
）
や
鸕
鶿
（
鵜う

）
は
羽
を
振
る
い
、
雁
は
北
へ
帰
ろ
う
と
飛
ん
で
行
く
。

一
句
目
は
小
雅
「
出
車
」
の
「
倉
庚
喈
喈
」
を
、
二
句
目
は
同
「
伐
木
」
の
「
鳥
鳴
嚶
嚶
」
を
、
三
・
四
句
目
も
小
雅
「
鴻
鴈
」
の
「
鴻
鴈
于
飛
、
肅
肅
其
羽
。

之
子
于
征
、
劬
勞
于
野
。（
雁
が
飛
び
ゆ
く
、
シ
ュ
ッ
シ
ュ
ッ
と
羽
を
振
る
っ
て
。
あ
の
人
は
出
征
し
て
、
野
で
疲
れ
て
い
る
。）」
を
用
い
て
い
る
。
王
逸
は

し
ば
し
ば
『
詩
経
』
を
用
い
て
『
楚
辞
』
の
字
句
の
訓
詁
を
行
っ
て
お
り
、
離
騒
を
「
離
騒
経
」
と
呼
ん
で
『
詩
経
』
と
並
ぶ
経
典
に
高
め
よ
う
と
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
自
身
の
作
品
に
も
『
詩
経
』
の
詩
句
を
取
り
込
ん
で
見
せ
た
の
で
あ
ろ
う      ９
。

「
哀
歳
」
で
は
先
に
述
べ
た
通
り
、
四
荒
へ
の
遊
行
が
失
敗
し
た
の
ち
山
沢
に
潜
ん
で
も
、
亀
や
ワ
ニ
の
住
む
世
界
で
孤
独
に
さ
い
な
ま
れ
る
様
子
が
描
か

れ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
九
思
」
は
情
景
描
写
に
お
い
て
も
『
楚
辞
』
特
有
の
語
彙
や
表
現
に
こ
だ
わ
ら
ず
、『
詩
経
』
の
語
彙
や
表
現
を
取
り
込
む
工
夫
を
行
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

二

次
に
「
九
思
」
の
詩
型
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
王
逸
は
『
楚
辞
』
に
注
を
施
し
た
以
上
、
そ
の
全
て
の
形
式
に
通
暁
し
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、「
九
思
」

の
九
歌
形
式
も
偶
然
で
は
な
く
積
極
的
な
意
図
を
持
っ
て
選
ん
だ
は
ず
で
あ
る
。
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漢
代
の
『
楚
辞
』
後
期
作
品
の
う
ち
、「
九
」
と
題
す
る
作
品
は
王
褒
「
九
懐
」、
劉
向
「
九
歎
」
と
王
逸
「
九
思
」
の
三
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
九
」
体

三
詩
の
う
ち
、
九
歌
型
は
王
褒
「
九
懐
」
と
王
逸
「
九
思
」
の
み
で
あ
り
、「
九
」
体
以
外
の
『
楚
辞
』
後
期
作
品
は
「
招
隠
士
」
が
九
歌
型
・
離
騒
型
・
懐

沙
型
の
混
合
で
あ
る
以
外
は
す
べ
て
離
騒
型
で
あ
る
。

で
は
王
褒
と
王
逸
が
九
歌
型
を
採
用
し
た
の
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。『
史
記
』
屈
原
列
伝
の
「
太
史
公
曰
」
は
「
離
騒
」「
天
問
」「
哀

郢
」「
招
魂
」
に
言
及
し
て
い
る
が
「
九
歌
」
の
名
は
な
い
。
し
か
し
九
歌
型
の
歌
謡
は
『
史
記
』
刺
客
列
伝
に
荊
軻
の
「
易
水
歌
」、
同
・
項
羽
本
紀
に
項
羽

の
「
垓
下
歌
」、
同
・
高
祖
本
紀
に
劉
邦
の
「
大
風
歌
」
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
『
史
記
』
楽
書
に
は

高
祖
過
沛
詩
三
侯
之
章
、
令
小
兒
歌
之
。
高
祖
崩
、
令
沛
得
以
四
時
歌
儛
宗
廟
。
孝
惠
・
孝
文
・
孝
景
無
所
增
更
、
於
樂
府
習
常
肄
舊
而
已
。

高
祖 

沛
を
過
り
て
詩
三
侯
の
章
（
大
風
歌
を
さ
す
）
あ
り
、
小
児
を
し
て
之
を
歌
わ
し
む
。
高
祖 

崩
じ
、
沛
を
し
て
四
時
を
以
て
宗
廟
に
歌
儛
（
舞
）

す
る
を
得
し
む
。
孝
恵
・
孝
文
・
孝
景 

増
し
更あ
ら
たむ
る
所
無
く
、
楽
府
に
於
い
て
常
を
習
い
旧
を
肄な
ら

う
の
み
。

と
、
高
祖
の
死
後
沛
の
人
々
に｢

大
風
歌｣
を
宗
廟
で
歌
わ
せ
た
と
云
う
こ
と
か
ら
、
高
祖
が｢

大
風
歌｣

を
作
っ
て
歌
わ
せ
た
こ
と
自
体
は
事
実
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
し
て
漢
の
武
帝
も

瓠
子
決
兮
將
柰
何
、
皓
皓
旰
旰
兮
閭
殫
爲
河
。
殫
爲
河
兮
地
不
得
寧
、
功
無
已
時
兮
吾
山
平
。
吾
山
平
兮
鉅
野
溢
、
魚
沸
鬱
兮
柏
冬
日
。
延
道
弛
兮
離

常
流
、
蛟
龍
騁
兮
方
遠
遊
。
…
…

瓠
子
で
堤
防
が
切
れ
た
の
を
一
体
ど
う
し
よ
う
か
、
水
は
盛
ん
に
流
れ
て
村
は
す
べ
て
川
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
す
べ
て
川
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
そ

の
土
地
は
安
心
し
て
暮
ら
せ
な
い
、
工
事
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
終
わ
ら
ず
山
も
平
ら
に
な
る
有
り
様
、
山
が
平
ら
に
な
れ
ば
鉅
野
の
地
も
水
が
溢
れ
、

魚
も
楽
し
ま
ず
冬
が
近
づ
い
て
い
る
。
正
道
は
緩
ん
で
本
来
の
流
れ
を
離
れ
、
蛟
龍
が
馳
せ
て
遠
く
へ
飛
び
回
ろ
う
と
す
る
。
…
…
（
瓠
子
歌
）

太
一
貢
兮
天
馬
下
、
霑
赤
汗
兮
沫
流
赭
。
騁
容
與
兮
跇
萬
里
、
今
安
匹
兮
龍
爲
友
。

太
一
の
神
が
天
馬
を
下
し
た
も
う
た
、
血
の
汗
に
ぬ
れ
て
泡
が
流
れ
て
赤
い
。
ゆ
っ
た
り
と
馳
せ
て
万
里
の
道
を
越
え
、
今
や
匹
敵
す
る
者
は
な
く
龍

を
友
と
す
る
。（
天
馬
歌
）

　

天
馬
來
兮
從
西
極
、
經
萬
里
兮
歸
有
德
。
承
靈
威
兮
降
外
國
、
渉
流
沙
兮
四
夷
服
。
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天
馬
が
西
の
果
て
か
ら
や
っ
て
来
て
、
万
里
の
道
を
経
て
徳
あ
る
天
子
の
も
と
に
帰
順
し
た
。
天
子
の
霊
威
を
受
け
て
外
国
を
降
伏
さ
せ
、
流
沙
を
渡

れ
ば
四
夷
も
服
従
す
る
で
あ
ろ
う
。（
西
極
天
馬
歌
）

の
よ
う
な
九
歌
型
の
歌
を
自
ら
作
っ
た
こ
と
が
『
史
記
』
楽
書
や
河
渠
書
、『
漢
書
』
溝
洫
志
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
九
歌
型
の
歌
の
流
行
が
、
武

帝
以
後
の
人
物
で
あ
る
王
褒
・
劉
向
・
王
逸
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
「
九
歌
」
や
「
九
章
」
が
王
褒
以
前
に
は
既
に

現
在
の
『
楚
辞
章
句
』
に
見
ら
れ
る
形
で
成
立
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
、彼
ら
に
こ
れ
ら
を
模
し
た
「
九
」
体
詩
を
作
ら
せ
る
動
機
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
「
九
」
体
三
詩
は
単
純
に
「
九
歌
」
や
「
九
章
」
を
模
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
ず
王
褒
「
九
懐
」
を
見
る
と
、
第
一
首
か
ら
第
八
首
ま
で
は

二
言
＋
兮
＋
二
言
と
三
言
＋
兮
＋
二
言
の
句
形
が
交
互
に
用
い
ら
れ
、
そ
の
表
現
も
「
九
辯
」
や
「
九
章
」
を
借
り
た
も
の
が
多
い
が
、
最
後
の
「
株
昭
」
の

み
は
奇
数
句
が
四
言
＋
兮
、
偶
数
句
が
四
言
の
懐
沙
型
で
、
そ
の
末
尾
は

余
私
娯
茲
兮
、
孰
哉
復
加
。
還
顧
世
俗
兮
、
壞
敗
罔
羅
。
卷
佩
將
逝
兮
、
涕
流
滂
沲
。

私
は
ひ
そ
か
に
こ
れ
を
楽
し
む
、
誰
が
ま
た
こ
の
上
に
楽
し
み
を
加
え
ら
れ
よ
う
か
。
振
り
返
っ
て
世
俗
の
人
々
を
見
れ
ば
、
頽
廃
が
網
の
如
く
覆
っ

て
い
る
。
衣
の
袖
を
掲
げ
て
い
ざ
行
か
ん
、
滂
沱
の
涙
が
あ
ふ
れ
出
る
。

と
「
懐
沙
」
に
似
た
雰
囲
気
で
自
決
を
暗
示
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
最
後
に
乱
辞
が
あ
り
、本
文
で
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
三
言
＋
兮
＋
三
言
の
形
式
で
、

亂
曰
、
皇
門
開
兮
照
下
土
、
株
穢
除
兮
蘭
芷
睹
。
四
佞
放
兮
後
得
禹
、
聖
舜
攝
兮
昭
堯
緒
、
孰
能
若
兮
願
爲
輔
。

お
さ
め
の
歌
、
天
門
は
開
い
て
天
下
を
照
覧
し
、
雑
草
が
除
か
れ
て
蘭
芷
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
驩
兜
、
共
工
、
三
苗
、
鯀
の
四
佞
が
放
逐
さ
れ
て

か
ら
禹
が
臣
と
な
り
、
聖
明
な
る
舜
が
摂
政
と
な
っ
て
堯
の
事
業
を
輝
か
せ
た
。
そ
の
よ
う
な
明
君
が
い
れ
ば
股
肱
の
忠
臣
と
な
っ
て
輔
佐
し
た
い
も
の

だ
。

と
結
ぶ
。
形
式
こ
そ
九
歌
形
式
だ
が
、
そ
の
内
容
は
「
離
騒
」
や
「
九
辯
」「
九
章
」
を
借
り
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
伝
統
的
な
『
楚
辞
』
作
品
の
様
式
に

新
味
を
持
た
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
劉
向
「
九
歎
」
は
や
や
趣
向
が
異
な
り
、
形
式
は
離
騒
形
式
で
、
そ
の
冒
頭
の
「
逢
紛
」
は

伊
伯
庸
之
末
胄
兮
、
諒
皇
直
之
屈
原
。
云
余
肇
祖
于
高
陽
兮
、
惟
楚
懷
之
嬋
連
。
原
生
受
命
于
貞
節
兮
、
鴻
永
路
有
嘉
名
。
齊
名
字
於
天
地
兮
、
竝
光
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明
於
列
星
。

彼
こ
そ
は
伯
庸
の
末
裔
、
ま
こ
と
に
忠
直
の
徳
輝
く
屈
原
な
り
。
言
え
ら
く
我
が
始
祖
は
顓
頊
高
陽
氏
、
こ
れ
楚
の
懐
王
に
連
な
る
一
族
な
り
。
も
と

よ
り
生
ま
れ
な
が
ら
貞
節
の
天
命
を
授
か
り
、
大
い
な
る
常
道
に
か
な
う
良
き
名
を
授
か
っ
た
。「
原
」
の
名
は
天
地
に
等
し
く
、
連
な
る
星
々
に
も
並

ぶ
輝
か
し
さ
。

と
、「
離
騒
」
の
冒
頭
の

帝
高
陽
之
苗
裔
兮
、
朕
皇
考
曰
伯
庸
。
攝
提
貞
于
孟
陬
兮
、
惟
庚
寅
吾
以
降
。
皇
覽
揆
余
初
度
兮
、
肇
錫
余
以
嘉
名
。
名
余
曰
正
則
兮
、
字
余
曰
靈
均
。

紛
吾
既
有
此
内
美
兮
、
又
重
之
以
修
能
。

我
は
顓
頊
高
陽
氏
の
末
裔
に
て
、
我
が
亡
父
の
名
は
伯
庸
。
寅
年
の
正
月
寅
の
月
、
庚
寅
の
日
に
こ
そ
我
は
生
ま
れ
落
ち
た
。
父
は
我
の
生
ま
れ
た
様

子
を
見
て
、
最
初
に
良
き
名
を
我
に
賜
わ
っ
た
。
我
が
名
は
正
則
、
字
は
霊
均
。
我
は
生
ま
れ
な
が
ら
盛
ん
な
る
美
徳
を
秘
め
、
こ
れ
に
重
ね
て
優
れ
た

才
能
を
持
っ
て
い
た
。

を
焼
き
直
し
た
よ
う
な
歌
い
出
し
で
あ
る
。
以
下
第
八
首
の
「
思
古
」
ま
で
は
「
九
章
」
に
似
た
雰
囲
気
で
、
孤
独
に
鬱
々
と
し
な
が
ら
各
地
を
彷
徨
す
る
様

子
が
繰
り
返
し
歌
わ
れ
る
。
最
後
の
「
遠
遊
」
で
崑
崙
山
か
ら
四
方
を
遠
遊
す
る
場
面
が
描
か
れ
る
が
、
最
後
は
愁
い
を
解
け
な
い
ま
ま
故
郷
に
戻
り
、「
聊

假
日
以
須
臾
兮
、
何
騷
騷
而
自
故
。（
日
を
借
り
て
つ
か
の
間
楽
し
も
う
と
し
て
も
、
ど
う
し
て
心
は
愁
え
て
元
の
ま
ま
な
の
か
）」
と
結
ぶ
。
こ
れ
は
「
離
騒
」

の
末
尾
の
「
奏
九
歌
而
舞
韶
兮
、
聊
假
日
以
婾
樂
（
九
歌
を
奏
で
韶
を
舞
い
、
し
ば
ら
く
日
を
借
り
て
楽
し
も
う
）」
を
借
り
て
い
る
。

「
九
歎
」
は
他
の
「
九
」
体
詩
と
は
異
な
り
、
各
歌
の
末
尾
に
「
歎
曰
」
と
い
う
形
で
乱
辞
を
付
し
て
い
る
。
形
式
は
奇
数
句
が
四
言
、
偶
数
句
が
三
言
＋

兮
の
橘
頌
形
式
で
、「
懐
沙
」
の
乱
辞
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。
総
じ
て
「
九
歎
」
は
「
九
章
」
の
形
式
に
忠
実
に
倣
い
な
が
ら
、
そ
こ
に
「
離
騒
」
の
内
容

を
盛
り
込
ん
で
、
雑
多
な
内
容
を
含
む
「
九
章
」
を
整
理
し
た
よ
う
な
趣
が
あ
る
が
、「
九
歎
」
最
後
の
「
遠
遊
」
の
歎
辞
は

歎
曰
、
譬
彼
蛟
龍
、
乘
雲
浮
兮
。
汎
淫
澒
溶
、
紛
若
霧
兮
。
潺
湲
轇
轕
、
雷
動
電
發
、
馺
高
舉
兮
。
升
虛
淩
冥
、
沛
濁
浮
清
、
入
帝
宮
兮
。
搖
翹
奮
羽
、

馳
風
騁
雨
、
遊
無
窮
兮
。

嘆
じ
て
言
う
、
た
と
え
ば
あ
の
蛟
龍
は
、
雲
に
乗
っ
て
浮
か
ぶ
。
漂
い
な
が
ら
踊
り
回
り
、
霧
の
よ
う
に
見
え
隠
れ
す
る
。
水
の
流
れ
の
よ
う
に
入
り
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乱
れ
、
雷
が
と
ど
ろ
き
稲
妻
が
起
こ
り
、
そ
れ
に
乗
っ
て
高
く
挙
が
る
。
虚
空
に
登
り
暗
闇
を
し
の
ぎ
、
汚
濁
を
捨
て
て
清
浄
の
気
に
浮
か
び
、
天
帝
の

宮
殿
に
入
る
。
尾
羽
を
揺
ら
し
羽
を
奮
い
、
雨
風
に
馳
せ
回
り
、
無
限
の
彼
方
ま
で
飛
ん
で
行
く
。

と
云
い
、優
れ
た
徳
を
持
ち
な
が
ら
用
い
ら
れ
な
い
さ
ま
を
蛟
竜
が
浮
雲
に
乗
っ
て
漂
う
さ
ま
に
た
と
え
る
。
王
逸
は「
も
し
明
君
に
出
会
え
た
ら
宮
廷
に
入
っ

て
奸
臣
を
却
け
、賢
君
を
輔
け
て
民
に
恵
み
を
も
た
ら
し
た
い
も
の
だ
と
い
う
志
」
と
解
す
る
が
、「
九
懐
」
の
乱
辞
に
比
べ
る
と
婉
曲
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
王
逸
「
九
思
」
は
、
王
褒
に
倣
っ
て
再
び
九
歌
型
を
採
用
し
て
い
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
王
逸
は
屈
原
と
同
じ
楚
地
の
出
身
で
あ
り
、「
九
思
」
序

に
よ
れ
ば
人
一
倍
屈
原
を
悼
み
同
情
す
る
心
を
持
っ
て
い
た
。
こ
れ
が
本
当
に
王
逸
の
手
に
な
る
文
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
と
し
て
も
、「
離
騒
」
に
王
逸
が

つ
け
た
後
叙
に

屈
原
履
忠
被
譖
、憂
悲
愁
思
。
獨
依
詩
人
之
義
而
作
離
騷
、上
以
諷
諫
、下
以
自
慰
。
遭
時
闇
亂
、不
見
省
納
、不
勝
憤
懣
、遂
復
作
九
歌
以
下
凡
二
十
五
篇
。

楚
人
高
其
行
義
、
瑋
其
文
采
、
以
相
教
傳
。

屈
原
は
忠
義
を
行
い
な
が
ら
讒
言
に
遭
い
、
憂
い
悲
し
む
思
い
に
包
ま
れ
て
い
た
。
独
り
『
詩
経
』
の
詩
人
の
義
に
よ
っ
て
「
離
騒
」
を
作
り
、
上

に
は
君
主
を
諷
諫
し
、
下
に
は
自
ら
を
慰
め
た
。
時
世
の
混
乱
に
遭
い
、
君
主
に
容
れ
ら
れ
ず
、
憤
懣
に
た
え
ず
、
そ
こ
で
「
九
歌
」
以
下
の
全
部
で

二
十
五
篇
を
作
っ
た
。
楚
の
人
々
は
そ
の
義
あ
る
行
い
を
高
く
評
価
し
、
そ
の
文
才
を
優
れ
て
い
る
と
し
て
、
教
え
伝
え
た
の
だ
。

と
云
う
こ
と
か
ら
も
、「
九
思
」
序
が
決
し
て
誇
張
で
は
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。「
離
騒
」
後
叙
は
さ
ら
に

逮
至
劉
向
、
典
校
經
書
、
分
爲
十
六
卷
。
孝
章
即
位
、
深
弘
道
藝
、
而
班
固
・
賈
逵
復
以
所
見
改
易
前
疑
、
各
作
離
騷
經
章
句
。
其
餘
十
五
卷
、
闕
而

不
説
。
又
以
壯
爲
狀
、
義
多
乖
異
、
事
不
要
括
。
今
臣
復
以
所
識
所
知
、
稽
之
舊
章
、
合
之
經
傳
、
作
十
六
卷
章
句
。

劉
向
に
至
っ
て
、経
書
の
校
定
を
行
い
、（『
楚
辞
』
を
）
分
け
て
十
六
巻
と
し
た
。
章
帝
が
即
位
す
る
と
、道
徳
や
学
芸
を
深
め
広
め
よ
う
と
し
た
の
で
、

班
固
や
賈
逵
が
自
身
の
見
解
に
よ
っ
て
旧
説
の
疑
わ
し
い
点
を
改
め
、
そ
れ
ぞ
れ
『
離
騒
経
章
句
』
を
作
っ
た
。（
そ
れ
ら
は
「
離
騒
」
以
外
の
）
十
五

巻
に
つ
い
て
は
、
注
を
欠
い
て
い
て
説
明
し
て
い
な
い
。
ま
た
「
壮
」
の
字
を
「
状
」
に
す
る
な
ど
、
そ
の
義
に
は
誤
り
が
多
く
、
事
柄
に
つ
い
て
も
要

領
を
得
て
い
な
い
。
そ
こ
で
私
も
ま
た
自
分
の
知
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、古
い
章
句
と
考
え
合
わ
せ
、経
伝
を
合
わ
せ
て
、十
六
巻
の
章
句
を
作
っ
た
。

と
云
い
、
劉
向
や
班
固
・
賈
逵
の
章
句
が
不
十
分
で
満
足
で
き
な
い
の
で
自
ら
も
章
句
を
作
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
故
『
楚
辞
』
旧
来
の
様
式
に
回
帰
し
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た
よ
う
な
劉
向
の
作
風
に
も
不
満
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
り
、
九
歌
形
式
を
採
り
な
が
ら
王
褒
の
作
品
と
も
ま
た
異
な
る
工
夫
を
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
。「
九
」

体
三
詩
は
決
し
て
単
に
屈
原
作
品
を
模
倣
し
た
の
で
は
な
く
、
三
者
そ
れ
ぞ
れ
に
形
式
面
に
新
し
さ
を
加
え
な
が
ら
『
楚
辞
』
文
芸
を
変
革
し
よ
う
と
し
た
の

で
あ
る
。

　
　
　

三

王
逸
に
と
っ
て
『
楚
辞
』
と
呼
べ
る
の
は
ど
の
よ
う
な
作
品
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
星
川
清
孝
は
漢
以
後
の
『
楚
辞
』
作
品
は
「
哀
辞
・
弔
辞
」
と
「
神

游
」
が
柱
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。「
離
騒
」
の
「
騒
」
は
「
憂
」
の
意
で
あ
り
、
九
章
に
は
「
惜0

誦
」「
惜0

往
日
」「
哀0

郢
」「
悲0

回
風
」
な
ど
悲
哀
を
表

す
文
字
が
題
に
含
ま
れ
る
も
の
が
多
い
。「
こ
の
憂
愁
悲
哀
の
色
が
楚
辞
の
特
色
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
」
と
星
川
氏
は
云
う 

10 

。
た
と
え
ば
賈
誼
の
「
弔

屈
原
」
が
懐
沙
型
の
句
型
で
序
文
を
持
た
な
い
完
全
な
『
楚
辞
』
形
式
で
あ
る
の
に
『
楚
辞
章
句
』
に
採
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
屈
原
へ
の
弔
辞
だ
け
で
神
游

の
要
素
が
な
い
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
同
じ
賈
誼
の
「
惜
誓
」
は
忠
臣
介
士
へ
の
哀
辞
と
神
游
を
と
も
に
含
ん
で
い
る
か
ら
『
楚
辞
章
句
』
に
収
め
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

王
逸
は
劉
向
や
王
褒
の
作
品
に
は
神
游
が
あ
っ
て
も
哀
辞
が
十
分
な
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
特
に
屈
原
そ
の
人
へ
の
直
接
的
な
哀
辞

は
「
九
懐
」「
九
歎
」
と
も
に
見
ら
れ
な
い
。
彼
は
神
游
・
哀
辞
に
加
え
て
香
草
・
佞
臣
・
価
値
の
顚
倒
な
ど
離
騒
・
九
章
に
見
え
て
い
る
モ
チ
ー
フ
を
盛
り
込
み
、

屈
原
作
品
の
形
式
を
用
い
た
作
品
を
『
楚
辞
』
作
品
と
見
な
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
王
逸
は
「
九
思
」
で
そ
れ
を
実
践
し
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。

小
南
一
郎
は
『
楚
辞
』
文
芸
の
中
の
「
游
」
に
つ
い
て
、「
遠
遊
篇
以
後
の
楚
辞
後
期
作
品
の
中
に
お
い
て
、〝
游
〞
の
描
写
の
伝
統
は
と
ぎ
れ
る
こ
と
な
く

引
き
継
が
れ
、
王
逸
の
九
思
篇
に
ま
で
至
っ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
内
容
は
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
に
毒
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
多
」
い
と
指
摘
す
る
11 

。
し
か
し
「
九
」

体
三
詩
を
仔
細
に
見
れ
ば
、「
神
游
」と「
哀
辞
」を
含
む
楚
辞
文
芸
の
枠
組
み
の
中
で
、そ
れ
ぞ
れ
に
変
革
を
試
み
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
王
逸
は『
楚
辞
』

に
劉
向
・
班
固
・
賈
逵
ら
の
欠
を
補
う
章
句
を
付
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
辞
賦
に
押
さ
れ
て
衰
退
し
つ
つ
あ
っ
た
『
楚
辞
』
文
芸
の
復
興
を
図
っ
て
い
た
。
そ
の

た
め
に
は
新
し
い
楚
辞
作
品
を
自
ら
提
示
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
楚
辞
文
芸
は
「
知
識
人
と
し
て
の
み
ず
か
ら
の
存
在
を
、
屈
原
伝
説
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
表
明
す
る
と
い
う
表
現
形
式
自
体
の
限
界
」12 

を
超
え
る
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こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
王
逸
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
張
衡
「
思
玄
賦
」
の
よ
う
に
、
屈
原
伝
説
を
離
れ
て
全
く
自
由
に
遠
遊
を
歌
い
、
し
か
も
「
不
出
戸
而
知
天

下
兮
、
何
必
歴
遠
以
劬
勞
（
戸
を
出
ず
し
て
天
下
を
知
れ
ば
13 

、
ど
う
し
て
遠
方
を
歴
訪
し
て
苦
労
す
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。）」
と
、
遠
遊
な
ど
必
要
な
い

と
歌
う
辞
賦
作
品
が
現
れ
る
に
至
っ
て
、『
楚
辞
』
文
芸
は
そ
の
役
割
を
終
え
た
の
で
あ
る
。

附
記　

本
論
文
は
二
〇
一
七
年
十
一
月
に
中
国
雲
南
省
昆
明
市
に
て
開
催
さ
れ
た
「
二
〇
一
七
年
楚
辞
国
際
学
術
研
討
会
曁
中
国
屈
原
学
会
第
十
七
届
年
会
」

で
の
口
頭
発
表
「
王
逸
《
九
思
》
考
」
を
も
と
に
若
干
の
加
筆
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
（
課
題
番
号17K

02635

・

16K
02583

）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

注１　
「
九
思
」
を
収
め
る
『
楚
辞
章
句
』
の
底
本
に
は
惜
陰
軒
叢
書
本
『
楚
辞
補
注
』（
台
湾
芸
文
印
書
館
影
印
）
を
用
い
、
必
要
に
応
じ
て
他
の
諸
本
を
参
照
し
た
。

２　
「
逸
、
南
陽
人
…
…
作
解
。
又
以
」
は
底
本
以
外
の
諸
本
に
な
く
、
後
人
の
増
補
と
み
ら
れ
る
。
黄
霊
庚
『
楚
辞
章
句
疏
証
』
第
五
冊
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）

二
八
三
〇
頁
参
照
。

３　

原
文
：
漢
書
地
理
志
・
藝
文
志
即
有
自
注
、
事
在
逸
前
。
謝
霊
運
作
山
居
賦
又
自
注
之
、
安
知
非
用
逸
例
耶
。
旧
説
無
文
、
未
可
遽
疑
爲
延
壽
作
也
。

４　
「
丁
者
、
武
丁
也
。
文
者
、
文
王
也
。
呂
者
、
呂
尚
也
。
傅
者
、
傅
説
也
。
忌
者
、
費
無
忌
也
。
嚭
者
、
宰
嚭
也
。
…
…
文
義
甚
明
、
而
注
者
乃
不
知
丁
爲
武
丁
、
以
當
釋
之
、

使
王
逸
自
作
自
注
、
何
至
有
此
謬
乎
。」（
兪
樾
『
諸
子
平
議
補
録
』
楚
辞
）

５　

黄
霊
庚
、
前
掲
書
、
二
八
三
三
〜
二
八
三
四
頁
。

６　

聞
一
多
『
楚
辞
校
補
』
九
思
・
守
志
（『
聞
一
多
全
集
』
五
、
湖
北
人
民
出
版
社
、
一
九
九
三
年
、
二
四
八
頁
。
原
著
国
民
図
書
出
版
社
、
一
九
四
二
年
）
に
「
目
當
作
日
、

歎
當
作
艱
」
と
云
う
。

７　
『
春
秋
左
氏
伝
』
桓
公
二
年
に
「
春
、
宋
督
攻
孔
氏
、
殺
孔
父
而
取
其
妻
。
公
怒
、
督
懼
、
遂
弑
殤
公
（
春
、
宋
督 

孔
氏
を
攻
め
、
孔
父
を
殺
し
て
其
の
妻
を
取
る
。
公 

怒
り
、

督 

懼
れ
、
遂
に
殤
公
を
弑
す
）」
と
云
う
。

８　
『
春
秋
左
氏
伝
』
荘
公
十
二
年
に
「
秋
、
宋
萬
弑
閔
公
于
蒙
澤
、
遇
仇
牧
于
門
、
批
而
殺
之
、
遇
大
宰
督
于
東
宮
之
西
、
又
殺
之
、
立
子
游
（
秋
、
宋
の
万
（
南
宮
長
万
） 

閔

公
を
蒙
沢
に
弑
し
、（
宋
の
大
夫
）
仇
牧
に
門
に
遇
い
、
批て

う
ちに
し
て
之
を
殺
し
、
大
宰
督
に
東
宮
の
西
に
遇
い
、
又
た
之
を
殺
し
、
子
游
を
立
つ
）」
と
云
う
。

９　

も
っ
と
も
後
漢
初
期
の
辞
賦
、た
と
え
ば
班
彪「
北
征
賦
」等
に
も『
詩
経
』を
踏
ま
え
た
表
現
が
見
ら
れ
る
が
、こ
れ
と『
楚
辞
章
句
』と
の
関
連
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。
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10　

星
川
清
孝
『
楚
辞
の
研
究
』、
養
徳
社
、
一
九
六
一
年
、
四
五
五
頁
。

11　

小
南
一
郎
『
楚
辞
と
そ
の
注
釈
者
た
ち
』、
朋
友
書
店
、
二
〇
〇
三
年
、
二
八
九
頁
。

12　

小
南
一
郎
、
前
掲
書
、
二
九
一
頁
。

13　

こ
の
句
は
『
老
子
』
四
十
七
章
に
「
不
出
戸
知
天
下
、
不
闚
牖
見
天
道
（
戸
を
出
で
ず
し
て
天
下
を
知
り
、
牖ま

ど

を
闚う
か
がわ
ず
し
て
天
道
を
見
る
）」
と
云
う
の
に
よ
る
。
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